
六実桜まつり

八ヶ 崎桜まつり

人口と世帯

人口　468,874人 ［＋　337］

男236,198 人 ［＋　112］

女232,676 人 ［+ 225 ］

世帯186,839 世帯［十　181］

主な内容

平成14 年度施政方針（要旨）②③

４月から国民年金事務の取り扱い

が一部変更に　　　　　　　　 ④

男女共同参画講演会　　　　　 ⑤

情報チャンネル　　　　　　 ⑥⑦

八柱桜まつり

八柱霊園さくらまつり

4月6日(土)・7日(日)、市内各所で桜まつりが行われます

市では、昭和60 年から市民の皆さんに

ご利用いただいている松戸駅西口地下駐

車場を、3ナンバー車両も利用でき安全で

快適な自走式駐車場にするため、改修工

事を実施します。

市民の皆さんや地元関係機関にはご迷

惑をおかけしますが、ご理解、ご協力を

お願いします。

固都市整備課西口駐車場担当c366 ―ﾜ3

ﾜ6

広
い
歩
道
に
な
り
ま
し
た

常盤平さくら まつり

日時…4月６日(土)午前11時～午後8時

ワ日(日片 前10時～午後7時

会場…ゆりの木通り交差点から五香駅前まで( さ＜

ら通り)

内容…桜の女王の来訪 一千葉県物産展･ 各種パレー

ド・みこしなど

圃常盤平さくらまつリ実行委員会・山根a  388―

9367

日時…4月６日出・ワ日脚午前9時～午後5時

会場…六高台桜通り

内容…音楽パレード・山車・みこし行列など

固六実桜まつり実行委員会・井上a387-316 ∠1

日 時 …4 月６日出 〔雨天 の 場合 は7 日(日)〕午 前11 ㈲

午後4 時

会 場 …新 京成 八柱 駅前ロ ータ リ ーから 桜 橋まで

内 容･･･ブ ラス バンド 演奏 ・鼓 笛隊 パレ ード など

圜 八 柱 桜まつり 実 行委 員会 一三好a385-0303

※駐車場はありません。周辺一帯は駐車禁止

ですので、電車やバスでお越しください。

※ごみは各自お持ち帰りください。

工

事
中
は
通
行
す

る
皆

さ
ん

に
ご
迷
或
？
で
お

か
け
し
ま
し

た

が
、
松
戸
駅
西
ロ

ロ
ー
タ
リ
ー

か
ら
伊
勢
丹
松
戸
店

ま
で
の
伊

勢

豆

圜
通

り

（
通

称

）

の

歩
道

が
、

き

れ

い
に

リ

フ
レ

ッ

シ

ュ

さ

れ
ま

し

た

。

歩

道

が

広

く

な

り

、
街

路
樹

に

は
（

ナ
ミ

ズ

キ

が
植

兄
ら

れ

、

街

灯
は
落

ち

着

い
た

モ

ダ

ン

な

も

の

に

一
新

さ

れ

ま

し

た

。

ま

た

、

こ

れ

を

記

念

し

て

オ

ー

プ

ニ

ン

グ
セ

レ

モ

ニ

ー

が
行

わ

れ
ま

す

。
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３
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パ

レ
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ド
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風

船
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配

布

な

ど

圖

商

工

観

光

課
｛
一一
3
6
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・
７
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２

春らんまんの桜まつりに

出かけませんか
八ヶ崎桜まつり

日 時 …4 月７日([])午前10 時～ 午 後5 時

〔小 雨 実施 〕

会 場 … ハ ケ崎 さく ら 通り ビ ッグＡ交

差点付 近

内 容 … パレ ード ・歌謡 ショ ー ・マ ジ

ックシ ョ ー ・踊りな ど

圜 ハ ケ崎 桜 まつり 実 行委 員 会･ 柏 木

公34 ∠1－7789

日時…4月ッ日日 午前10 時～午後3眄

〔小雨実施、雨天の場合は中止〕

会場…八柱霊園（ふれあい広場、噴

水広場ほか）

内容…野だて・お花見踊り・ガーデ

ンマットとたい肥の無料配布など

圖 霊園まつリ実行委員会（八柱霊

園管理事務所内) R38 ワー21引

※
常

盤
平

一
八
柱

・
六
実

・
ハ

ケ
崎

の
四
会
場

で
は
、
期

間

中

は
歩
行
者
天
国

で
交
通

規
制
を
実

施
し
ま
す
（
八

柱
会

場

は
パ
レ

ー
ド
時
の

み
）
。

“日本の道百選指定15 周年記念”

常盤平さくらまつり

霊園さくらまつり
六実桜まつり

八柱桜まつり

昨年の六実桜まつり

交
通
規
制
と
お
願
い

広
く
き
れ
い
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

伊
勢
丹
前
通
り
(
通
称
)
の
歩
道
が

4月1 日(月)～6 月30 日(日)

休止期間

改修工事のため営業を休止

松戸駅西口地下駐車場

※平成12年国艢泅杳の確京ｲ吟を基準とし
て 集計し た常住 人 口で す。



「
市
民
と
行
政
が
共
に
考
え
、
共
に
汗
を
流
す
」

３
月
１
日
、
松
戸
市
定
例
市
議
会
に
お

い
て
、
市
長
が
平
成
1
4年
度
の
施
政
方
針

説
明
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地
球
環
境
問
題
や
、
青
少
年
犯
罪
の
増
加
や

悪
質
化
な
ど
の
社
会
現
象
は
、
ま
さ
し
く
心
の

豊
か
さ
や
自
然
へ
の
畏
敬
の
念
を
失
い
、
ま
た
、

地
域
を
支
え
る
人
々
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に

な
っ
て

い
る
こ
と
が
原
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま

す
。も

う
一
つ
の
大
き
な
問
題
と
し
て
、
バ
ブ
ル

経
済
崩
壊
後
の
十
年
に
も
及
ぶ
長
い
経
済
低
迷

が
引
き
起
こ
し
た
、
深
刻
な
財
政
状
況
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
は
、
こ
の
「
心
の
問
題
」
と
「
財
政
の
問

題
」
と

い
う
社
会
全
体
を
覆
っ
て
い
る
難
問
を

解
決
す
る
た
め
に
、
特
に
三
つ
の
取
り
組
み
に

意
を
注
い
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
第
一
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
意
欲
的
に

活
躍
さ
れ
て
い
る
市
民
が
主
体
と
な
っ
た
活
動

が
地
域
社
会
で
ま
す
ま
す
発
展
す
る
こ
と
を
め

ざ
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
市
民

活
動
と
行
政
が
直
面
す
る
課
題
の
解
決
に
協
働

し
て
取
り
組
む
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
都
市
」

構
想
に
向
け
た
仕
組
み
や
制
度
を
市
民
の
皆
様

と
と
も
に
築
き
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

第
二
の
取
り
組
み
と
し
て
、
限
ら
れ
た
財
源

で
新
た
な
時
代
の
要
請
に
鋭
敏
に
応
え
て
い
く

た
め
、
総
合
計
画
の
第
二
次
実
施
計
画
の
策
定

に
あ
た
っ
て
予
算
と
連
動
さ
せ
た
新
た
な
管
理

方
式
を
試
み
て
ま
い
り
ま
す
。

取
り
組
み
の
第
三
は
、
子
ど
も
た
ち
が
確
か

な
学
力
に
裏
打
ち
さ
れ
、
情
報
処
理
能
力
に
長

け
、
そ
し
て
何
よ
り
も
心
豊
か
な
人
間
と
し
て

自
我
が
確
立
で
き
る
よ
う
教
育
改
革
の
道
筋
を

示
す
工
程
表
の
策
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

以
下
、
新
年
度
の
主
要
な
施
策
を
ご
説
明
い

た
し
ま
す
。

松戸市定例市議会で施政方針を発表する市長

「

連

携

型

地

域

社

会

の

形

成

一

子

ど
も
の
た
め
の
ジ
ェ
ン

ダ
ー

フ
リ

ー
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
作

成

コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ

ー
支
援
施
設

の

開
設各

種
市

民
活
動
と
行
政

の
協
働

を
研

究
す

る
検
討
委
員
会
の
設
置

パ
ー
ト

ナ
ー
講
座
の
出
前

地
区

集
会
所
の
建
設

・
修

繕
費

の
助

成

新
松

戸
市
民
セ
ン

タ
ー
に
コ
ミ

ュ

ニ
テ
ィ

ー
会

議
室
を
設
置

八
柱
市

民
セ
ン

タ
ー
に
第
二
会

議

室
太

屏

松
戸
市

議
会
会
議
録
公
開

シ
ス

テ
ム
の
構
築

市

例
規
集
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
公

開
Ｉ

Ｔ
自
主
学
習
コ

ー
ナ

ー
を
文

化
ホ
ー
ル
に
開
設

「
豊
か
な
人
生
を
支
え
る
福

「
地
区

市
民

プ
ラ

ン
提
言

妛
員

会
」

の
モ

デ
ル
を
複
数
設
置

介

護
保
険
事
業
計
画
を
含

む
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画

の
策
定

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム

ー
カ
所
、

ケ
ア
（

ウ
ス
ニ

カ
所

の
建
設

に
対

し
て
助
成

知
的
障
害
者
入
所
更
生

施
設

一

ヵ
所
の
建
設
に
対
し
て
助
成

身
体
障
害
者
福
祉
作
業
所
二

力

所
、
知
的
障
害
者
福
祉
作
業
所

一

ヵ
所

の
運
営
に
対
し

て
新

た
に
助

成

析
松
戸
市

立
病

院
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
更

新

電
子
医
療
情
報

ネ
ッ
ト

ワ

ー
ク

事
業
の
運
用
開
始

「
次
代
を
育
む
文
化
・
教
育

生
涯
学
習

基
本
計
画

の
策
定

基
礎
基
本

習
得

状
況

把
握
の
た

め

の
調
査
研
究

教
育

メ

デ
ィ

ア
サ
ポ
ー
ト
隊
の

協
力
に

よ
る
校
内

Ｌ
Ａ

Ｎ
の
整
備

小
中
学

校
の
安
全
な
イ
ン

タ
ー

ネ

ッ
ト
環
境

の
整
備

小
中
学

校
コ

ン
ピ
ュ

ー
タ
教
室

の

一
人

一
台

使
用

の
整
備
推
進

ス

ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
充

実
相
模
台

・
六
実

第
三

小
学
校
の

校
舎
の
耐
震
改
修
工

事
を
実
施

中
部
小

学
校
ほ
か
三

校
の
屋
内

精
神
障
害
者
一
時
介
護
費
の
助
　
体
育
館
の
耐
震
改
修
工
事
を
実
施

成
一
時
的
な
養
育

が
困
難

な
時
の

児
童
短
期
入
所
事
業

の
実

施

根
本

内
こ
ど
も
館
事
業

の
実
施

野
菊
野
こ
ど

も
館

の
土
曜
・
日

曜
日

の
開
館

学
童
保
育
所
二
ヵ
所

の
整
備

お

よ
び
土
曜
日
午
前
中

の
保

育
を
支

援
民
間
保
育
所
施
設
整
備

を
支
援

小
児
救
急
セ
ン

タ
ー
設

置
に
向

け
て
準
備

作
業
に
着

手

国
民
健
康
保
険
料

の
改
定

松
戸
匝

立
病

院
建
設

の
調
査
分

小
学
校
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
授
業

第

一
中

・
新
松
戸
南
中
学
校

の

校
舎

の
耐

震
改

修
工

事
を

実
施

市

立
高
校
の
各
教
室
に
コ

ン
ピ

ュ

ー
タ
を
整
備
、
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
に

よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

私

立
幼

稚
園
の
園
児
補
助
金

の

増
額韓

国

テ

グ
市
と
の
ス

ポ
ー
ツ
交

流
事
業

の
実
施

外
国
人

市
民
の
た
め
に

「
松
戸

駅
東

口
案

内
図
」
を
配
布

グ
リ
ー
ン

ー
ツ
リ
ー

こ
ア
ー
（
５

月
1
2日
）
に
記
念
植
樹
式

・
姉
妹

都
市

写
真

パ
ネ
ル
展
を
開
催

齊
藤
邸

の
竹
紙
工

房
で
本

格
的

な
竹

紙
の
製
作
を
開
始

博
物
館
で
弥
生
人
の
脳

の
発
見

で
有
名
な
「
鳥
取
県
青
谷
上
寺

地

遺
跡
展

」
、

グ
ラ
フ

ィ
ッ

ク

デ
ザ

イ
ナ
ー
の
「
人
橋
正

ポ
ス
タ
ー
展

」

を
開
催

戸
定
歴

史
館
で
現
代

か
な

書
の

量

咼
の
書
き
手
の
一
人
と
評

さ
れ

る
「
藤
岡
保
子
展
」
を
開
催

「
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境

の
実
現
」
の
事
業

「
折

戸
市
に
お
け

る
宅
地

開
発

事
業

等
に
関
す
る
条
例
」

の
施
行

市

街
化
調
整
区
域
内

の
建
築
物

形
態
現
況
調
査
の
実
施

緑
の
保
全
、
緑
化

の
推
進
を
図

る
市

の
木
、
市
の
花

の
追
加

、
お

よ
び
新
た
に
市
の
鳥
の
制
定

「
木
も
れ
陽
の
森
」

で
キ
ャ
ン

プ
体
験
を
試
行
的
に
実
施

子
宮
内
膜
症
に
つ
い
て
　
そ
の
二

子
宮

内

膜

症

の

治

療
法

治
療
法
に
は
、
薬
物
療
法

と

手

術
療
法
が
あ
り
ま
す

。
そ

の

中
で
も
幾

つ
か

の
選
択

肢
が
あ

る
の
で
、
患
者
自
身

が
何

を
優

先
的
に
望
ん
で

い
る
の
か

（
痛

み
の
緩
和
な

の
か
、
不
妊

の
治

療

な
の
か
等
）
を
医
師

に
し

っ

か
り
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
Ｌ
」
で
、
年
齢
、
現

在
お
よ

び
将
来
の
妊
娠

の
希
望
の
有
無
、

症
状
の
程
度
、
過
去

の
治
療
の

有
無
等
を
考

扈
し

な
が
ら
治
療

方
針
が
組
み
立
て
ら
れ
ま
す
。

ホ

ル
モ

ン
療

法

男
性
ホ
ル
モ

ン
類

似
の

ダ
ナ

ゾ
ー
ル
療
法
は
、
月

経
、
排
卵

を
抑
制
し
、
病
巣
を
萎

縮
さ
せ

ま
す
。
も
う

一
つ
は
、
エ
ス
ト

ロ

ゲ
ン

（
女
性

ホ
ル
モ

ン
）
の

分
泌
を
減
少
さ
せ

て
、
人
工

的

に
閉

経

後
の

状
態

を

つ
く
り

、

症
状
の
軽
減
、
病

巣
の
縮
小

を

図
り
ま
す
。

し
か
し
、

い
ず
れ
も
使
用
期

限

が
限
ら
れ
（
六
ヵ
月
間
）
、
治

療
後

、
再

発
す

る
場
合

も
あ
り

ま
す
。
一
回

ホ
ル
モ
ン
治
療
を

行

っ
た

ら
、
最
低
六
ヵ
月
間
の

隹

楽
期
限
が
必
要
で
す
。

対

症

療

法

強

め
の
鎮

痛
消

炎
剤
の
服
用

291

で
す

が
、
病

巣
の
治
療
に
は
な

り
ま
せ
ん

。
も
う

一
つ
は
、
多

少
病
巣

の
治
療

に
な
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん

。
経
口

避
妊
薬

（
ピ

ル
）
の
服
用
で
す

。

こ
れ
は
排
卵

を
抑
え

る
と
同

時
に

、
子
宮
内
膜
を
萎
縮
さ
せ

る
こ
と
か
ら
、
月

経
血
の
減
少
、

月
経
日
数

の
短
縮
と
月

経
痛

の

緩
和
に
役
立

ち
ま
す
。
ピ
ル

の

服
用
で
卵
鼾

鰉
や
子
宮
体
癌

の

発
生
が
少
な
く
な
り
ま
す

。

日
本
で
も
低
用

量
ピ
ル

が
認

可

さ
れ
ま
し

た
。
ピ
ル
に
は
女

性
ホ
ル
モ

ン
で
あ
る

エ
ス
ト

ロ

ゲ
ン
と
、

プ
ロ
ゲ
ス
テ

ロ
ン
に

非
常
に
よ
く

似
た
物
質

が
含
ま

れ
て

い
ま
す

。

低
用
量

ピ
ル
を
毎
日
飲
ん

で

い
る
と
、

ホ
ル
モ
ン
の
量

が
足

り
て

い
る
と
体
が
錯
覚
し
、
本

来

の
分

泌
を

抑
制

す

る

の
で
、

通
常
は
、
毎
月

ジ
ェ
ッ
ト
コ

ー

ス

タ
ー
の
よ
う

な
起
伏
を
描

い

て
変
動
す

る
血
液
中
の

ホ
ル

モ

ン
量

が
、

ほ

ぼ
一
定
に
保
た

れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す

。

そ

の
結
果
、
脳
は
排
卵

や
子

宮
内
膜

の
増

殖
を
促
す

指
令
を

出
さ
な
ぐ
な
り
、
避
妊

が
出

来
、

子
宮
内
膜

の
増
殖
を
抑
え
ら

れ

る
の
で
す

。
手

術
療
法

は
医

師

と
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

（
松

戸

市

医

師
会

）

３
月

か
ら
４
月
に

か
け

て
は
市

役
所
駐
車
場
は
大

変
混

雑
し

ま

す
。
市
役
所

へ
は
電
車
・
バ
ス
等
で
来
庁
ぐ
だ

さ
る
よ
う

、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し

ま
す
。

朧
管

財
課
庁

霄
管
理
係

昔
3
6
6
・
7
3
1
6

平
成
1
4
年
度
施
政
方
針
（
要
旨
）

新
し
い
時
代
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築

の
事
業

祉
社
会
の
実
現
」
の
事
業

環
境
の
創
造
」
の
事
業

市
役
所
へ
は
電
車
・
バ
ス
で

あ
な
た
の
健
康



ご
み
収
集
囗

の
拡

大

（
祝
日
な

ら

び
に

振
替
休
日

。
た
だ
し

５
月

の
三
連
休
と
年
末
年
始

の
四
日
間

を
除
ぐ
）

緊
急

時
の
飲
料
水

の
確
保

（
南

部
小

子
校
に
緊

急
遮
断

弁
を
設
置
）

Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
活
用
し

た
避
難

濤
導

板

の
設
置
を

推
進

五
香
消
防
署

の
開
署

馬
橋
消
防

署
に
市

内
六
台
目
の

高

規
格

救
急
百

動

車
を
配
置

消
防
団

の
新
作
消
防
セ
ン

タ
ー

ご
み
収
集
日

を
拡
大
し
ま
す

川井敏久

内なる国際化

を
整
備

市

民
安
全

パ
ト
ロ

ー
ル

の
必
要

に
応

じ
た
再

開
。
セ

ー
フ
テ
ィ

ー

・
ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の
拡
充

主
要

駅
広
場
内
の
不
法
占

有
物

件

等
の
監
視
・
指
導

の
強
化

松

戸
新
田
駅
ほ
か
二
駅
周
辺

の

ぽ
転
車
駐
車
場

の
改
修
工
事

の
実

施
、消

費
者
相
談
体
制

の
強
化

「
魅
力
あ

る
都
市
空
間
の
形

「
水
辺

の
健
康

エ
コ

ロ
ー
ド
づ

く
り

」
の
検
討
を
開
始

小

笙
地
域
の

回
廊

プ
ラ
ン
ル
ー

ト
の
設
定
と

マ
ッ
プ
づ
く
り

地
下

鉄
Ｈ
号

線
の
松

戸
延
伸

要

請
お
よ
び
事
業
化

の
調
査

検
討

松
戸
駅
西
口
地
下
駐

車
場
の
改

修

（
完
全
自
走
化
）

車

只
外

か
く
環
状

道
路
の
工

事

促
進
を
国
に
要
請

都
市
計
画
道

路
の
計
画

的
整
備

新
松
戸
駅
前
西
口

広
場
改
良
工

市
内
に
は
、
数
多
く
の
外
国

籍
市
民
の
方
々
が
生
活
し
て
い

ま
す
。
平
成
Ｈ
年
３
月
１
日
現

在
、
松
戸
市
の
人
口
は
四
十
六

万
八
千
八
百
七
十
四
人
、
う
ち

外
国
人
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方

が
七
十
三
力
国
七
千
八
百
十
二

人
と
、
お
よ
そ
六
十
人
に
一
人

が
外
国
籍
市
民
と
い
う
こ
と
に

事

の
完

成

バ

ス

交

通

基

本

計
画

の

策

定

五

香

駅
西

口

外

階

段

に

車

い

す

対

応

型

エ

ス

カ

レ

ー

タ

ー
設

置

。

駅

構

内

通

路

の

身

体

障

害

者

対

応

ト

イ

レ

設

置

を

支

援

国

分

川

の

多

自

然

型

河

川

改

修

の

推

進

ハ

ケ

崎
小

学

校

に

雨

水

貯

留

浸

透

施
設

を

設

置

公

共

下

水
道

の

整

備

の
推

進

市

営

水

道

老

朽

管

布

設

替

え

、

小

金
浄

水

場

の

拡

張

整

備

を
推

進

「

オ

ー

ス

ト

ラ
リ

ア

ア

ー

ト

フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

」
「
雪

降

る

街

・
松

一
戸
」

事

業

を

支

援

商

店

街

が
実

施

す

る
街

路
灯

設

置

・

ポ

イ

ン

ト

カ

ー

ド

シ

ス

テ

ム

導

入

に

対

す

る

支

援

商

店

街

の
空

き

店

舗

対

策

と

し

て

新

規

開

店

・
開

業

を
志

す
人

達

の

た

め

の

「
人

づ
く

り

の
場

」

を

支

援起

業

者

支

援

の
た

め

の

融
資

制

度

を

新

た

に

創

設

緊

急

地

域

雇

用

創

出

特

別

基

金

な
り

ま
す

。
こ

う
し

て
数
字

で

見

る
と
市

内
に

い
か
に
多
く

の

外
国

籍
市

民

の
方

々
が
生
活

さ

れ
て

い
る

か
、
あ

ら
た
め

て
分

か
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う

か
。

私

は
、

か
ね
て
よ
り

、
外

に

向

い
た
国

際
交

流
だ

け
で

は
な

く

、
外
国

籍
市

民

の
皆
さ

ん
の

人

権

が
尊
重

さ
れ
、
松

戸
市

民

と
し

て
安
心
し

て
暮

ら
せ

る
よ

う

、
「
内

な

る
国

際
化

」

を

提

唱

し

て
き
ま
し

た

。
そ
こ

で
外

国

籍
市

民

の
皆
さ

ん
の
率

直
な

意
見

を
伺

い
、
市

政
に
反

映
さ

せ

て

い
き
た

い
と
の
思

い
か
ら
、

昨
年

の
７
月

、
十
三

力
国
二

十

人

の
公

募
委

員
か

ら
な

る
松

戸

市

外
国
人

市
民

懇
話
会
（
通

称
、

外
国

人

ト

ー
ク
フ

ェ
ス
ト

）
を

設

置
し

ま
し

た
。
四

回
に

わ
た

事
業

に
よ
る
積
極
的
な
雇
用

対
策

卜
「
地
産
地
消
」
の
振
興
、
（

ウ

ス
栽

培
イ
チ

ゴ
直
売
の
定
着
化
を

支

援松
戸

花
火
大
会

の
開
催

民
間

事
業
者
参
入
に
向
け
た
社

会
実

験
な
ど
に
よ
り
江

戸
川
舟
運

計
画

を
推
進
　
　
　
　

‘

江
戸
川
の
水
上
バ
ス
運
航
実
験
（
小
山

の
緊
急
用
船
着
場
）

「
都
市
経
営
の
視
点
に
立
つ

る
懇
話

会
で

は
活
発

な
意
見

発

表

が
あ
り
、
こ

の
３
月

５
日
、

そ

れ
ら
を
ま
と

め
た

報
告

書
を

受

け
取

り
ま
し

た
。

こ

の
報
告

書
の
中

で
は

、
特

に

「
外

国
人

に
対
す

る
情

報
提

供

の
充

実
」
、
「
入
居

差
別

の
解

消
」
、
「
留

学
生

へ

の
支
援
」

の

三
点

が
強

い
要

望
事
項

と
し

て

挙

げ
ら
れ
て

い
ま
す

。
ど

の
要

望
も
生

活

の
根
幹
に

関
わ

る
深

刻
な

問
題

で
す

が
、

今
回

、
あ

ら

た
め
て
考
え

さ
せ

ら

れ
た
の

は
、

皆
さ

ん
が
直
面

し
て

い
る

日
杢

語
の
問

題
で

、
と
り

わ
け

漢
字

に
つ

い
て
の
悩

み
で
す

。

漢
字

に
ひ

ら
が
な

の
読
み
方

が

付

い
て

い
れ

ば
、
発

音

か
ら
あ

る
程
度
意
味

が
理
解
で
き
る
し
、

ま

た
、
人
に

聞
く
こ

と
も

で
き

営
基
盤

の
強
化

ノ
ペ
イ

オ
フ
解

禁
を
控
え

た
金
融

環
境

の
変
化
に
即
応

し
た
公

金
管

理

組
織

改
革

と
し

て
、
「
Ｉ

Ｔ
」
、

「
ボ
ラ

ン
テ

ィ

ア
」
、
「
清
流

ル
ネ

ッ
サ

ン
ス
」
各

担
当

室
を
設
置

卜
評
価

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
全

事
業

の
再
点

検
・
再

構
築
の
試
み

私

は

、
市

長

就
任

以

来

今

日

ま
で

、
「

行

政

リ

ス

ト

ラ

実

施

計

画

」
を

始

め

と

し

て

、

二

十

一
世

紀

の
未

来

を
築

く

「

総

合

計

画

」

の

策

定

と
推

進

、
健

全

財

政

を

担

保

す

る

た

め
の

「

財

政

改

革

計

画

」
の
策

定

と
実

施

、

「
組

織

改

革

」

の
断

行

、
「

評

価

シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
な
ど
、
真

剣
で
幅
広
い
議
論
と
、
多
く
の

方
々
の
ご
協
力
の
も
と
、
活
力

に
満
ち
た
市
民
生
活
を
築
く
た

め
に
、
精
一
杯
努
力
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

構
造
改
革
が
脚
光
を
浴
び
る

中
、
私
こ
そ
、
改
革
の
旗
手
で

あ
る
と
の
自
負
を
抱
き
、
至
ら

ぬ
は
謙
虚
に
反
省
し
、
行
政
運

営
に
対
す
る
不
断
の
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
る
覚
悟
で
ご
ざ

い
ま
す
。

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
な

ら
び
に
議
員
各
位
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

施
政
方
針
の
説
明
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

施
政
方
針
の
全
文
は
、
行
政
資
料
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
別

館
一
階
）
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
一
面
右

上
参
照
）
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

圖
総
務
企
画
本
部
企
画
管
理
室
昔
3
6
6
・
7
3
1
1

る
の
で
、
市

か
ら
の
文

書
や
案

内

板
に

は
ふ
り

が
な
を

振

っ
て

欲
し

い
と

の
話
で
し

た

。

こ

れ
ら

の
要
望
に

つ
い
て
は
、

で

き

る
と
こ

ろ
か
ら
直

し
て

い

き

た

い
と
思

っ
て

い
ま

す
。

ま
た
、
こ

う
し

た
要

望

が
あ

る
中
、
松

戸
東

ラ
イ

オ
ン

ズ
ク

ラ
ブ
か

ら
松
戸

駅
東
ロ

デ
ッ
キ

上

に
英
語

・
日
本

語

・
ロ

ー
マ

字

表
記

の
官
公
庁

施
設

案
内

板

を
寄

贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
さ
に

時
宜
に

か
な

っ
た
も

の

で
、
心

か
ら
感
謝

し
て

い
ま
す

。

引
き

続
き

、
外

国
籍

市
民

の

皆
さ
ん
の
声
を
聞
く
場
を
設
け
、

お
互

い
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
、

本
市

の
「
内

な
る
国

際
化
」

を

積
極
的

に
進

め
て
参
り

た

い
と

考
え

て

い
ま
す

。

ﾉ1ｓ cherry blossoms  spread over

がIc town,

£・ 尨 ぱａ ｄｊ覗ge  ripple to

settかdown

Among  the multinationalがlaでan.

市 民 の 皆 さ ん の 声 を 直 接 お 聞 き す る た

め 、市 長 室 直 通 の フ ァ ク ス と 、 市 長 専 用

の メ ー ル ボ ッ ク ス を 設 置 し て い ま す 。

市 政 に 関 し て 感 じ て い る こ と や 建 設 的

な ご 意 見 を お 寄 せ く だ さ い( で き れ ば 、

連 絡 先 をお 書 き 添 えく だ さ い) 。

F A X366 一2301

メ ー ル ア ド レ ス
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(2月末現在の受信件数)ファクス779件､メール748件

Vol.11
最終回

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は

コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
単

に
一
緒

に

い
る
だ
け
で
で
き

る

も

の
で
は
な
く

、
努
力

が
必
要

で
す

。
理

解
を
深
め

る
た

め
に

は
言

い
に
く

い
こ
と
を
言

わ
な

け

れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
も

あ
る

で
し

ょ
う

。
そ
れ
は
、
自
分
と

相
手
を

大
切
に
す
る
こ
と
で
す

。

コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
中

か

ら
そ

れ
ぞ
れ
に
固
有

の
関
係

が

作
４
出

さ
れ
て

い
き
ま
す

。

男
女

の

理

解

を

阻

む

も
の

女

性

と

男

性

の
間

の
コ

ミ
ュ

ニ

ケ

ー
シ

ョ
ン

の
現

状

は

ど
う

で
し

ょ

う

か

。

女

と

は

、

男

と

は
こ

う

い
う

も

の
と

い
う

思

い

込

み

に

よ

り

、

わ

か

っ

て

い
る

つ

も

り

で

対

応

し

て

し

ま

う

こ

と

は

あ

り

ま

せ

ん

か

。
思

い
込

み
か

ら

理
解

は

生
ま

れ

ま
せ

ん
。

ま

た

、

男

性

は
家

族

を

養

い

守

る

役

目

、

女

性

は

家

庭

内

の

こ

と

を

と

り

し

き

る

役
目

と

い

う

固

定

的

な
男

女

の

役

割

に
留

ま

っ
て

い

る
限

り

は

必
要

以
Ｌ

の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

が
な

く

て

も

す

ん
で

し

ま

う

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

し

か

し

、

一

見

、

か

み

合

っ
て

い

る

よ

う

な

そ

の

関

係

の
中

で

、

す

れ

違

い

が
生

じ

て

い
く

こ

と

が
あ

り

ま

す

。

社

会

に

も

、

政
策

や

方

針

を

決

定

す

る

部
分

は
男

性

、

実

働

部

分

は
主

に
女

性

が

担

う

と

い

ホ ー ム ペー ジ
参 加ww.intership.ne.jp/womens-c/yuu.matsudo/

メ づ レyuu.matsudo@intership.ne.jp

鬨 女 性 セ ン タ ー ゆ う ま つ ど

昔36 ∠＼ -  8778  E364 一7888

弓
役
割
分
担
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
で
、
中
心
を
占
め
て
い
る

男
性
の
プ
ラ
イ
ド
が
女
性
を
対

等
な
立
場
と
し
て
認
め
る
こ
と

を
阻
ん
だ
り
、
女
性
は
男
性
に

任
せ
て
お
い
た
ほ
う
が
う
ま
く

い
く
と
自
己
主
張
す
る
こ
と
を

控
え
る
な
ど
、
意
見
交
換
す
る

土
壌
が
で
き
て
い
な
い
現
状
も

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
男
性
は

上
に
た
つ
存
在
と
し
て
理
性
的

で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
感
情

を
表
に
出
し
て
は
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
そ
れ

が
抑
圧
と
な
っ
て
、
身
内
の
人

に
向
か
っ
て
歪
ん
だ
形
で
表
れ

出
て
し
ま
う
の
が
ド
メ
ス
テ
ィ

ッ
ク

ー
バ
イ
オ
レ
ン
ス
な
ど
の

男
性
か
ら
女
性
に
対
す
る
暴
力

で
す
。

豊
か
な
関
係
を

め
ざ
し
て

女
と
は
、
男

と
は
、
と

い
う

思

い
込
み
に
と

ら
わ
れ
ず
、
固

定
的
な
性
別

役
割
に
自
分
や
相

手
を
閉
じ
込

め
ず
、
意
見
や
思

い
、
感
情

を
表
現
し

受
け
止

め

る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
取

れ

る
文
化

を
築
ぐ
こ
と

が
、
素

敵
な
出
会

い
と
豊
か
な
関
係
を

作
呼
出

し
て

い
く
で
し

ょ
う

。

「
素
敵

に
生

き

る
ジ

ェ
ン
ダ

ー
フ
リ

ー
」
は
今
回
を
も

っ
て

終
了
し
ま

す
。
ご
愛
読

あ
り

が

と
う

ご
ざ
い
ま
し

た
。

市長へ報告書が手渡されまし た

No.90

成
と
産
業
の
振
興
」
の
事
業

た
行
財
政
運
営
」
の
事
業

入
7
7後

の
社
会
状
況
に
応
じ

た
経

女と男のコミュニ
ケーション

素敵に生きる

ジェンダーフリー

市長室・発



4月から

国
民
年
金
事
務

の
取
り
扱
い
が
一
部
変
わ
り
ま
す

●

国

民

年

金

保

険

料

の

納

付

先

が

松

戸

市

か

ら

国

（
社

会

保

険

庁

）

に

変

わ

り

ま

す

・

納

付

書

で
納

め
て

い

る
人

平
成
1
4年
４
月
分

の
保
険
料

か

ら
は

「
社
会
保

険
庁

の
発
行
す

る

納
付
書
」

で
お
近
く

の
金

融
機

関

や
郵
便
局

、
社
会

保
険
事

務
所

な

ど
で
納

め
て
く

だ
さ

い
。

※
松
戸
市
発
行

の
平

成
1
3年

肢
分

の
納
付
書
に
つ

い
て
は
、
平
成

1
4年

４
月
3
0日
ま
で
利
用
で
き

ま
す
。
納
期
を
守

っ
て
納
め
ま

し

ょ
う
。

・

口

座
振

替
を
利

用

し

て
い

る

人振
替
先

が
松

戸
市

か
ら
社
会

保

険
庁
に

変
わ
り

ま
す

。
特
別
に
申

し
出

が
な

い
限
り

、
引
き
続
き
同

じ
口
座
を
ご
利
用
い
た
だ
け
拿

す
。

※
こ

れ
ま

で
松

戸
市

指
定
金
融
機

関
で
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
に

松戸市での保険料の取り扱い

納める月
保険料 平成14 年3月まで 4月 5月以降

平成13年度分

(平成13 年∠L月～

14年3月分)

松戸市発行の納付書を使い納めてください
国 （ 社 会 保 険 庁 ）

発 行の 納 付 書 を 使

い納め てく ださい

平成14年度

(平成捐年4月分以

降)

ー
国（社会保険庁）発行の納付書を使

い納めてください（松戸市では納付

書を発行できません）

な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
平

成
1
4

年
４
月
分

か
ら
は
全
国
の
金
融

機

関
、
郵

便
局
、
農
協
、
信
用

金
庫

、
労

働
金
庫
な
ど
で
納

め

る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
第

３

号

被

保

険

者

〔
厚

生

年

金

や

共

済

組

合

の

加

入

者

に

扶

養

さ

れ

て

い

る

妻
（
夫

）
〕

の

届

出

先

が

変

わ

り

ま

す

第

３
号

被
保
険
者
の
届
出
は
、

市

役
所

、
支

所
で
は
行
え
ま
せ

ん
。

届
出

は
配

偶
者
が
勤
務
し
て

い
る

事
業
所

ま
た
は
社
会
保
険
事
務
所

で
行

つ
こ

と
に
な
り
ま
す
。

●
次

の

手

続

き

は

、

松

戸

社

会

保

険

事

務

所

に

ご

相

談

く

だ

さ

い

・

国
民

年

金

保

険

料

の

納
付

書

再

発
行

一

保
険

料

還

付

請

求

書

の

提

出

一

第

３

号
被

保

険

者

期

間

が

あ

る

場
合

の

老

齢

基

礎

年

金

の

裁

定

請
求

圀
国
民
年

金
課

昔
3
6
6
・
7
3
5
2

（
平
成
1
4年
４
廾
分
以
降
の
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
と
第
３
号
褫

保

険
者
に
関
す
る
問
合
せ
は
松
戸
社

会

保
険
事
務
所

昔
3
4
5
・
5
5
1
5

ま
た
は

登
3
4
5
・
5
5
2
5

）

委員を募集

市では高齢者保健福祉計画と介護保険事業計画を見直し、新たな計画を策定するため、

市民の皆さんや関係機関 一団体の代表者によって構成する策定委員会を設置します。

この委員会は、高齢化が進む当市の今後のあリ方や高齢者の人たちに対する施策につ

いてご意見をいただき、そのご意見を新計画に反映するために設けるものです。

この委員会に出席し 、率直なご意見や提言をいただける市民の皆さんの応募をお待ち

しています。

募集人数…5人以内（応募者多数の場合は委員等の経験のない人を俯先）

任期…委嘱の囗から平成15 年3月まで

委員会の開催…3［O］～4 回開催

謝礼…1回につき8,500 円

応募資格…市内在住の20 娥以上の人（外国籍の人は夕卜国人登

録をしていて日本語が話せる人。現職公務員は不可）

提出書類…「今後の高齢ｲ匕社会のあり方」についての考えを、

1,000字以内の文章にまとめたもの（文章は返却しません）

圃4 月15 日側〔必着〕までに、郵送で住所・氏名・年齢・性

別・経歴・連絡先を記入し応募文章を添えて、〒271  -8588

松戸市根本38ﾜ の5　松戸市役所高齢者福祉課(S366-ﾜ346) へ

※メールでも応募できます（詳細は市のホームページで。アドレスは1面右上参照）。

図
書
館

で
は
、
本

を
読
み
た
く

て
も
、
来
館
す

る
こ

と
が
困
難
な

身
体

に
障

害
の
あ
る
人

や
介
護
保

険
で
要
介
護

の
人

な
ど
に
、
図
書

や
Ｃ
Ｄ

・
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
の
宅

配
サ

ー
ビ
ス
を
行

っ
て

い
ま
す
。

こ

の
制

度
に
登
録
後
、
電
話
ま

た
は

フ
ァ
ク
ス
で
連
絡
し
て

い
た

だ
く
と
、

ご
希

望
の
も
の
を
図
書

館
職
員

が
直
接

ご
自
宅
に
お
届
け

し
ま
す

。

対
象

車
内
在

住
で
身
体
に
障
害

二

級
上

二
級
）
の
あ
る
人
、
介
護

保
険

で
要
介

護
の
人

な
ど
　

貸
出

資
料
図
書

・
Ｃ
Ｄ

・
カ
セ
ッ
ト
テ

ー
プ
　

貸
出

期
間

二
十
日
間

圃
電
話
で
図
書
館
（
本
館
）
宅
配

四
歳
未
満
児
の
通
院
医
療
費
と
小
学
校
未
就
学
児
の
入
院
医

療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

対
象

逕
齠

通
院

＝
四

歳
未
満
児
、

入
院

＝
小

学
校
未

就
学
児

対
象

医
療
健
康
保
険
適
用
の
医
療
費
（
医

科

亠
圉
科

・
調

剤
等

）
、
入
院
中
の

食
事
療

養
費
、
補
装
具

申
請
に

必
要

な
も
の
印
鑑
・
医
療
費
の
領

収
書

（
原

本
）
　・
両

親
分

の
源
泉

徴
収
票

ま
た
は
確
定
申
告
書
の
コ

ピ
ー
・
健
康
保
険
証
の
コ
ピ
ー

・

申
請

者
名
義
の
振
込
先
通
帳
の
コ

ピ
ー

（
郵

便
局
は
不
可

）
　

申
請

心身障害児入学祝金を支給します

対象市内在住で今年小学校に入学する身体障害者手帳

4級以上または療育手帳の交付を受けている児童の保護

平　成

14年度

者　支給額5,000円

圃身体障害者手帳または療育手

帳・印鑑・銀行預金通帳を持っ

て、直接障害福祉課給付係（登

366一7348) へ

の
単
付
誘
療

を
受

け
た
翌
月
以
降

に
最
低
一
ヵ
月
分
以
上

を
ま
と
め

て
申
請
し
て
く
だ

さ
い

（
領

収
書

は
診
療
月

か
ら
二
年
間

申
請

で
き

ま
す
）
。

※
保
護

者
の
所
得

税
年

額
、
健
康

保
険
の
種

類
等
に
よ
り
助
成
額

は
異

な
り

ま
す
。

圖
児

童
福
祉
課
給
付
係

登
3
6
6
・
７

対象市内在住で身体障害者手帳4級以上または療育手

帳の交付を受けていて、中学校、高等学校、盲・ろう・

養護学校を卒業した人、またはこれらの学校を卒業後引

き続き公共職業訓練施設等を修了し、卒業または修了後

6ヵ月以内の人で同一事業所に6ヵ月以上継続して雇用さ

れる見込みの場合　支給額25,000円

圃身体障害者手帳または療育手帳・学校または公共職業

安定所の証明書（用紙は障害福祉課にあります）・印鑑

・銀行預金通帳をもって、直接障害福祉課給付係(0366

-7348) へ

松
戸
市
国
民
健
康
保
険
は
り
、
き
ゅ
う
、

あ
ん
摩
等
施
設
利
用
券
を
交
付
し
ま
す

対
乖

：
国
民

健
康
保
険
の
被
保
険

者
で
、
満
四
卜
五
歳
以
上

の
人
と

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳

の

交
付
を
受

け
て

い
る
人

髑

Ｕ
場
所
…
保
険
課

・
各
支
所

嶇
将
甘

…

３
月
2
5日

囲
か
ら
Ｈ
年

度
分
の
配
布
を
行

い
ま
す

。

持
参

す
る
も
の
・
：
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
（
退
職
被

保
険

者
証
）

・
印
鑑

※
利
卅
券
の
申
請
は
年
間

一
人

一

回

で
す

。
交
付
枚

数
は
、
申
請

月

に
二
枚
を
乗

じ
、
年

問
量

局

二

十

四

枚

ま

で

で
す

。

※

利
用

券

は

、
市

が
指

定
し

た

施

術

所

で

一
日

に

一
枚

の
み

使
用

で

き

、

一
回

八

百

円

の
補

助

と

な

り

ま

す

。

固
保

険

課

資

格

給

付

係
－
に一
3
6
6
・
７

保
険
料
は

、
納
期
内
に
納

め

ま
し

よ
う
。

納
め

る
に

は
、
便
利

な
口

座

振
替

を
お
勧
め
し
ま

す
。

老人保健の一部負担金が変わります

老人保健にかかる一部負担金の額の改定により、4月

１日から医療機関の窓口で支払う1 ヵ 月の外来受診の支

払上限額が下表のとおリ改定されます。

詳細については、お問い合わせください。

※入院時の医療費（かかった費用の1 割）の支払上限額、

食事代は今までと変わりありません。

圖保険課老人保健係a  366 ―ﾜ342

/
改定前の月額上限

(平成14年3月31日まで)

改定後の月額上限

(平成14 年4月１日から)

定率

制

（医

療
費
の
一
割
）

病院

（ベ
ッ

ド

数一

百床

以
上
）

・5,000 円（病院ごとに）

※院外（薬局）で薬を処方しても

らう場合

2,500円（病院に）

2,500円（薬局に）

・5,300 円（病院ごとに）

※院外（薬局）で薬を処方しても

らう場合

2,650円（病院に）

2,650円（薬局に）

診療

所
お
よ
び
病
院

（ベ

ッ

ド
数
二
百

床

未満

）

・3,000 円（病院ごとに）

※院外（薬局）で薬を処方しても

らう場合

1,500円（診療所・病院に）

1,500円（薬局に）

・3,200 円（病院ごとに）

※院外（薬局）で薬を処方しても

らう場合
1,600円（診療所・病院に）

1,600円（薬局に）

定額制

(診療所)

・１日800 円（月4回まで）

定額負担の場合は薬局での負担は

ありません。

●１日850 円（月4回まで）

定額負担の場合は薬局での負担は

ありません。

訪問看護

(老人保健の訪

問看護に要す
る費用の1割)

●3,000円

※施設によっては､1日につき600

円（月5回まで）の場合もあり
ます。

･  3,200円
※施設によっては､1日につき640

円（月5回まで）の場合もあり
ます。

介
護
慰
労
金
の
支
給
申
請

在
宅
で
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
に
対
し
て
、
介
護
保
険

制
度
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
人
で
支
給
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
場
合
に
介
護
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

固
高
齢
者
福
祉
課

昔
嫋
・
7
3
4
6

支

給
要
件
：
巾

介
護

保
険
の
介

護
認
定

が
４

ま
た
は
５

の
人

（
介

護
認

審

鑾

明
を
し
て

い
な
い
人
は
、

事

前
の
訪

問
調
査

の
う

兀
、
同
程

度

の
要
介
護

度
の
人
二

咨
半
成
1
3

年

３
月
3
1日

か
ら
一
年
間
介
護
保

険

の
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
な

い
人

（
た
だ
し

、
七
日
以
内
の
短

期
入
所
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
は
除
ぐ
）

⑤

半
成
1
3年

３
月
3
1日
か
ら
一
年

間

の
期
間
内

に
九
十
日
以
上
入
院

し

て
い
な
い
人
小
市

民
税
非
課
税

拯

爾
の
人

⑤

仕
宅
で
生
活
さ
れ
て

い
る
人

支

給
額
ｙ
二

回
に

つ
き
十
万
円

申
し
込
み
方
法
犬

山
介

護
保

険
証

⑦
銀
行

等
の
預
金
通
帳

③
印

鑑
を

持
参
の
う
え
、
直
接
高
齢
者
福
祉

課
（
市
役
所
新
館
七
階
）
へ

※
市
役
所
へ
来
ら
れ
な
い
場
合
は

お
電
話
ぐ
だ
さ
い
。

千葉県精神科医療センターでは、

電話相談を24 時間受け付けています。

また 、休日・夜間も緊急診療を行

っていますのでご利用ください。

匝千葉県精神科医療センター（千葉

市美浜区豊砂5)  ≪043-276 一3188

高齢者保健福祉計画および

介護保険事業計画策定委員会

サ

ー
ビ
ス
担
当

公
3
6
5
・
5
1
1

5
へ
（
後
日
（
登

録
申
丿
宝

と

を

郵

送
し

ま
す
）

「心の病気」に関する相談受付

心身障害者就職支度金を支給します

図
書
を
「
宅
配
サ
ー
ビ
ス
」

身
体
に
障
害
の
あ
る
人
な
ど
へ



2002 年男女共同参画講演会

講談師･宝井琴桜があなたに贈る

－男女共同参画社会ってなに？－

平

成
1
3年

度

の

定

期
監

査

結

果
の

概
要

を

、
次

の

と

お

り
公

表

し

ま

す

。

平
成
1
4年

３
月

１
日

松
戸
市
監
査
委
員
　

中
西
　
　

務

同
　
　
　

川
村

幸
信

同
　
　
　

大
川
　

一
利

同
　
　
　

杉

浦

誠
一

○
監

査
の
対
象

：
総
務
企
画
本
部
、

会
計
課
、
市
議
会
事
務
局

、
す
ぐ

や
る
課
、
秘
書
課
、

財
務
本

部
、

市
民
環
境
本
部
、
選
挙

管
理
委

員

会
事
務
局
、
農
業
委
員
会
事

務
局

○
監

査
対
象
事
詣
ｙ

［
共
通
項
目
］

予
算

の
執

行
状
況
、

現
金

の
取
扱
状
況
、
補
助
金

・
交

付
金

の
事
務
処
理
状
況
、
契
約
事

務
の
処
理
状
況
、
財
産

の
維
持

管

理
状
況

6ﾉcﾉじ り じノ？パンリ

嶢は平成 卩 年、舂うららかな昼下がり。

山下さんちのﾉしルさんが…6/c ン リ にノリ 。

軽快な/ 玉り扇y の音に巧妙な話儿 講談

５ａｏ年の伝紡り劈 る女捏初の真がち宝 井琴桜

が/ 仂 下さん 扣 の∂疳に起きるさまざま

な誚杲事を通し乙 ２ ／世紀の女と男の新し

い生き方を語り亅二/プま=す。

〔
重
点
項
目
〕
平
和
事
業

関
係

経
費

に

つ
い
て
（
総

務
課
）
、
時
附
外
勤

務
手
当
に

つ
い
て
（
人
事

課
）
、
イ

ン

タ
ー
ネ

ッ
ト

ホ
ー
ム

ベ
Ｌ

ン
に

よ

る
情
報
収
集

・
提

供
の
利

用
状

況
に

つ
い
て
（
広
報

課
）
、
防
災
用

機
材
等

の
管
理

・
保

管
状
況

に
つ

い
て
（
防
災
課
）
、
ゆ
う

ま
つ
ど
こ

こ

ろ
の
相
談
業
務
委

託
に
つ

い
て

（
女
性
セ

ン
タ
士

、
出

納
員
、
現

金

・
物
品
取
扱
貝
に

よ
る
領

収
証

書

寺
の
管
理

・
保

管
及

び
指
導
に

つ
い
て
、
現
金
取
扱

事
務
に
つ

い

て
（
会
計
課
）
、
都
市

整
備
公

社

・

土
地
開
発
公
社

の
債

務
負
担
行

為

の
状
況
に

つ
い
て

（
財

務
本

部
企

画

管
理
室
）
、
共
用

物
品

の
管
理
及

び
出
納
保
管
に

つ
い
て

、
行

政
財

産
目
的
外
使
用
料

の
収

綉
状
況
に

つ
い
て
、
特
別
土
地
保

有
税
の
賦

課
業
務
に

つ
い
て

（
税
制

課
）
、
賦

計
量
器
定
期
検
査

平
成
1
4年
度

の
は
か
り

の
検
査

を
下
表

の
日
程

で
行

い
ま
す
。
商

取
引

・
証
明
用

の
は
か
り
は
必
ず

受
検
を
し

て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
家
庭

用
は
か
り

（
ヘ
ル

ス
メ
ー
タ
ー
・
キ
ッ
チ
ン
ス
ケ
ー

ル
な

ど
）

も
同

時
に
実
施
し
無
料

で
検
査
し

ま
す

の
で
、
希
望
す
る

人
は
会
場
へ
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

検

査
秘
蔵

郵
便
番
号
２
７
０

の

地
区

（
た

だ
し

、
稔
台

・
和
名
ケ

谷

・
紙

敷
・
高
塚
新
田

・
秋
山

・

大
橋

・
仲
井
町

一
上
一
丁

目

・
松

戸
新
田

・
野
菊

野
を
除
ぐ
）
　

持

｀
ち
物

使
用
中
の

は
か
り

・
事

前
に

送
付
し
て

あ
る
申
ｔ
蠻

？

手
数
料

圖
消

費
生
活
課
計
量
係

登
3
6
6
・
５

課

業

務

の

適
正

性

に

つ

い
て

（
法

人

市

民
税

）
〔
市

民

税

課

〕
、

非

課

税

、
減

免

措

置

の

適
正

性

に

つ

い

て

、
手

数

料

の

収

納

状

況

に

つ

い

て
（
固
定

資

産

税

課

）
、

滞

納

者

の

取

扱

い

に

つ

い
て

、

領

収

書

の
取

扱

い

に

つ

い
て

（
収

納

課

）
、
防

犯

灯

設

置

費

補

助

金

の

執

行

に

つ

い

て

、
集

会

所

等

補

助

金

の
執

行

に

つ

い

て
（
地

域

振

興

課

）
、

自

転

車

駐

車

場

使

用

料

の

収

納

状

況

に

つ

い
て

（
安

全

課

）
、
国

民

年

金

保

険

料

の
徴

収

事

務

に

つ

い
て

（
国

民

年

金

課

）
、
戸

籍

浄

書

等

業

務

妛
託

料

の
執

行

に

つ

い
て
（
市

民

課

）
、

防

犯

灯

設

置

費

補

助

金

の
執

行

に

つ

い

て

（
常

盤

平

支

所

、

小

金

支

所

、
小

金

原

支

所

、

六

実

支

所

）
、

市

民

セ

ン

タ

ー

使

用

料

の
収

納

状

況

に

つ

い
て

（
馬

橋

支

所

、

新

松

戸

支

所

、
矢

切

支

所

、
東

部

支

所

）
、

環

境

対

策

相

談

事

業

補

助

金

の
執

行

に

つ

い
て

（
環

境

計

画

課

）
、
公

共

坩

水
域

水
質

測

定

調

査

委

託

料

の
執

行

に

つ

い

て（
環

境

保

全

課

）
、

計量器定期検査日程表

時間午前10時～正午、午後1時～3時

※
前
回
と
検
査
会
場
が
一
部
変
更
に

な
り
ま
し
た
。
都
合
の
つ
く
お
近

く
の
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

し

尿

処

理
手

数

料

の

収

納

状

況

に

つ

い
て
（
環

境

業

務

課

）
、

廃

棄

物

処

理

施
設

関

連

道

路

清

掃

業

務

委

託

料

の

執

行

に

つ

い
て

（
環

境

施

設

課

）
、
一

般

廃

棄

物

運

搬

及

び
埋

立

処
分

業

務

委

託

料

の
執

行

に

つ

い
て
（
ク

リ

ー
ン

セ

ン

タ
山

、

作

業
用

薬

剤

の
受

払

状

況

に

つ

い
て

（
東

部

ク

リ

ー
ン

セ

ン

タ

古

、

資

源

ご

み

売

払

収

入

の

収

納

状

況

に

つ

い
て

（
日

暮

ク

リ

ー
ン

セ

ン

タ

山

、
ご
み

処

分

手

数

料

の
収

納

状

況

に

つ

い
て

（
和

名

ケ

谷

ク
リ

ー

ン

セ

ン

タ
士

、
松

戸

市

商

業

環

境

調

蠹

資
乱
料

の
執
行

に

つ

い
て
（
商

工

観

光

課

）
、
消

費

生

活

相

談

業

務

に

つ

い
て
（
消

費

生

活

課

）
、
農

業

振

興

事

業

補

助

金

交

付
要

綱

に

基

づ

く

各

種

補

助

金

の

執

行

に

つ

い

て

（
農

政
課

）
、「
白

ば
ら

だ

よ

り

」

に

つ

い
て

（
選

挙

管

理

委

員

会

事

務

局

）
、
農

地

基

本

台

帳

業

務

委

託

料

の

執

行

に

つ

い
て

（
農

業

委

員

会
事

務

局

）

Ｏ

監

査
の

期

間
・
：
平

成
1
3
年

８

月

資源ごみ(紙類）の分別

紙類は直接市内の紙問屋に搬入され、リサイク

ルされています。

紙類は種類によってそれぞれ違う用途の紙にリ

サイクルされるため、他の紙が混入するとリサイ

クルされにくくなり、そのため種類ごとの｢ 分別｣

が必要になります。

紙類は種類ごと( 段ボール､ 新聞・チラシ、雑

誌 一本、紙箱 、紙パック) にひもでしばっで出し

「
平
成
1
4年
度
版
家
庭
ご
み
の
分
け
方
出
し
方
」
の
チ
ラ

シ
を
３
月
2
7日
水
に
新
聞
折
り
込
み
で
配
布
し
ま
す
。

大
切
に
保
管
し
、
ご
み
を
分
け
た
り
出
し
た
り
す
る
時
に

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

國
環
境
業
務
課
昔
3
6
6
・
7
3
3
3

2
8日
～
‥１１一
月
2
9日

○
監

査
の
結
呆
：
監
査

の
結
果
は
、

適
正
に
執
行
さ

れ
て

い
る
も
の
と

認
め
ら
れ
た

。

な
お
、
要
望
事

項
は
次

の
と
お

○
税

の
公
平

の
観

点
か
ら
、
適
正

な
課
税
に

つ
い
て
、
今

後
も
更

に

努
力
さ
れ

る
よ
う
要
望
す

る
。（
市

民
税
課
）

○
税

の
公
平

の
観
点

か
ら
、
課
税

客
体

の
把
握
に
努
力

さ
れ
て

い
る

こ
と
は
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

実
態
調
査
を
適
切

な
時
期

に
実
施

す

る
な

ど
、

よ
り

一
層

努
力

さ
れ

る
よ
う
要
望
す

る
。（
固
定
資
産
税

課
）

○
徴
収
業
務

の
適
正
化

を
図

る
と

と
も
に
、
市
民

の
理

解
と
協
力
を

求

め
な

が
ら
市
税

の
口

座
振
替
を

推
進
す

る
な

ど
、
収
納

率
の
向
上

に
向
け
、
更

に
努
力

さ
れ
る
よ
う

要
望
す

る
。
（
収
納

課
）

固
監
査
委

員
事
務
局

昔
3
6
6
・
７
３

駐
輪
場

定
期

使
用

シ
ー
ル
販
売

開
始

時
間

が
、
い
ま
ま
で
の
午
前

９
時

か
ら
二

時
間

早
ぐ
な
り
、
午

前
７

時
に

な
り

ま
す
（
販
売
終
了

時
間

は
午

後
７

時
3
0分
）
。

な

お
、

午
前

７
時
か
ら
午
前
９

時
ま
で
は

つ
り

銭
が
あ
り

ま
せ
ん

の
で
、

つ
り

銭
の
な

い
よ
う

に
ご

協
力
を

お
願

い
し

ま
す
。

詳

細
は
、
安

全
課
ま
た
は
駐
輪

場
管
理
員

ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く

だ

さ
い
。

圖
安
全
課

昔
3
6
6
・
7
4
3
9

教

育

委

員

会

会

議

４

月

１１
‥一
日

柬
午

後

１
時

か
ら

会

場
京

葉

ガ
ス

Ｆ

松

戸

ビ

ル

五

階

会

議

室

※
傍

聴

で

き
ま

す

。
議

案
等

は

お

問

い
合

わ

せ

く

だ

さ

い
。

圖

教

官

青

貝
会

企

画

管

理

室

。一一
3
6
6

・
７

４

″`
りｒａ

訪

問

調

査

員

（
非

常

勤

）

を

募

集業

務
内
容
介
護
保
険
認
定
に
伴

う
訪
問
調
査
な

ど
　
応

纂

貫
格
二

十
五
歳
以
上
六

十
五

歳
以
下

の
保

健
師

・
看
護

師

の
資

格
を

持
つ
実

務

経
験
三
年
以
上

の
人
　

募
集
定

員
若
干

名

※
市
内

の
医
療
機

関
等
に

勤
務
し

て
い
る
人
は
ご
蘊
原
ぐ
だ
さ
い
。

區
介
護
支
援
課

登
3
6
6
・
7
3
7
0

市

立

小

学

校

臨

時

職

員

（
給

食

調

理

員

等

）

登

録

者

を

随

時

募

集

臨

時
職
員
と
し

て
登
録
し

、
市

立
小

学
校

で
必
要

が
生
じ
た
場

合

に
採
用
し

ま
す

。

勤

務
時
間
月

～
金
曜
日

（
ま
た

は
隔

週
）
　一
日
五

時
間
四

卜
五
分

圃
市
販
の
履
歴
書
を
直
接

ま
た
は

郵

送
で
、

教
育
委

員
会
企
画

管
理

室

（
登
3
6
6
・
７
４
５
５

、
〒
2
7
1
－

8
5
8
8

松
戸
市
根

本
三

五
六
京

葉
ガ
ス
Ｆ

松
戸
ビ
ル
五
階
）
へ

銚

子

地

方

気

象

台

か

ら

の

発

表

区

域

が

、

細

分

化

さ

れ

ま

す
平

成
1
4年

３
月

１
囗
か
ら
、
注

意
報

・
警

報
の
発
表
区
分

に
、
こ

れ
ま

で
の
「
北
西

部
」
と
あ
わ
せ
、

さ
ら

に
詳

細
な
「
東

葛
飾
」
区

域

を
設
定
し

ま
し

た
。

東
葛

飾
区

域
に
限
定
し

て
の
警

報
な
ど
を

発
表

す
る
こ

と
が
あ
り

ま
す

の
で
、
今

後
の
気
象

台
発
表

に
つ
い
て
ご
注

意
を
お
願

い
し

ま

す

。
団
銚
子
地
方
気
象
台

昔
０
４
７
９

・
2
3・
7
7
0
5

松

戸

市

緑

推

進

委

員

会

３
月
2
9日

窗
午
後
１
時
3
0分

か

ら
　

侖
蜃

議

会
棟
二
階
第
三

委
員

会
室

定
員
无
着
十
人

※
傍
聴
で
き
ま
す

。
議
案
等

は
お

問

い
合
わ
せ
く

だ
さ

い
。

圃
当
日

午
後
１
時
か
ら
会
場
で

固
み
ど
り

と
花
の
課
保
令
係

登
3
6
6

・
７
３
７
只
）

労

働

保

険

料

の

申

告

・

納

付

労
働
者
災
害
補
償

保
険
と
雇
用

保
険
の

「
年

肬
更
新
」

の
手

続
き

は
、
４
月
１
日
丱

か
ら
５
月
2
0日

囲
ま
で
で
す

。
お
近
く

の
銀
行

や

郵
便
局
な
ど
を
通
じ
て

お
早

め
に

手
続
き
さ
れ

る
よ
う

お
願

い
し

ま

す
。

固
千

葉
労

働
局
総
務
部
労
働
保
険

徴
収
課

昔
0
4
3
・
2
2
1
・
4
3
1
7

高

等

学

校

修

学

資

金

・
松

本

清

奨

学

金

を

受

け

付

け

ま

す

資

格
①
経
済
的
理
由
で
児
童
を

高
等
学
校
等
に
修

学
さ
せ

る
こ

と

が
困
難
な
保
護
者

②
保

護

者
ど
児

童

が
引
き
続
き
一
年
以
上
市

内
に

居
住
し
て

い
る
②
成
績
良
好

で
健

康

①
学
校
教
育
法
に

よ
る
高

等
学

校
等

（
高
等
学
校

・
高

等
専
門

学

校

・
盲
学
校

・
ろ
う
学

校
・
養
護

学
校
の
高
等
部

・
学
校
法
人

の
設

置
す

る
専
修
学
校

の
高
等
課

程
）

に
在
学
し
て

い
る
⑤
法

令
そ

の
他

に
よ
り
、
類
似

の
学
資
給
付

を
受

け
て

い
な

い
　
支

枋
弖

顎
公

立

＝

九
千
三
百
円

（
一
年
生

）
　・
九
千

円
（
二

こ
二
年
生
）
、
私
立

＝
一
万

五
千
円

※
現
在
受
給
し
て

い
る
人

も
再

度

申
請
が
必
要

で
す
。

※
申
請
し
た
月

か
ら
給

付
対

象
と

な
り

ま
す

。

※
申
ｔ
蚩

Ｅ
は
児
童

福
祉

課
・
市
民

課
・
各
支

所
に
あ
り
ま
す

。

圃
一
年

間
（
４
月
～
1
5年

３
月

分
）

受
給
希
望

の
人

は
、
４
月

１
日
襾

～
3
0日

大

玉

・
日
曜

日
、
祝
日

を
除
ぐ
）

の
間
に

、
直

接
児

童
福

祉
課

（

昔
3
6
6
・
7
3
4
7

）
へ

酊 習 ﾐj　X
-

4月 9固・10團・11困 六実支所

17團・18 ㈲・23 ㈹・24團 青少年会館

5月 8 ㈲ 小金北市民センター

9困・10 廊 小金市民センター

16困・17 廊 小金原体育館

7月 4休)・　5廊・23(火)・24困 常盤平市民センター

9月 3固・　4冰)・17㈹・18團 市役所計量検査室

監
査
結
果
を
公
表
し
ま
す

日時…４月13 日倒 午後1B30

分～3時30 分（午後1時開場）

会場…市民劇場

内容…講演 。松戸市長とのト

ーク＆トーク

費用…無料

※手話通訳あります。

※保育あり（1歳10 ヵ月以上、

要予約、おやつ代200 円）。

圃電話で女性センターo364

－87「78へ

山下さんちの物語

「
家
庭
ご
み
の
分
け
方
出
し
方
」
を
配
布
し
ま
す

てくださるようお願いします。

特に、紙パックは、他の紙と

混入させないようお願いします。

固環境計画課c366 ―ﾜ331

駐
輪
場
定
期
使
用

シ
ー
ル
の
販
売
時

間
を
拡
大
し
ま
す

４
月

１
日

か
ら



情報

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、市等の主催です

講
座
・
講
演

４
月
2
0
日

出

午

後

１

時

～

３

時

会

場
健

康

増

進

セ

ン

タ

ー
　

講

師

淑

徳

大

学

社

会

学

部

教

授

・
榔

魂

霊

峰

氏

定

員

先

着

七

十

人

費

用

無

料

圃

電

話

で
公

民
館

昔
3
6
8・
1
2
1

4

へ

［

］
杖

道

無

料

講

習

会

４

月

７

日

・
1
4
日

・
2
1日

・
2
8

日

の
日

曜

日

午

前

９

時
3
0
分

～

‥１１一

時
3
0
分

会

場

幸

谷

小

学

校

体

育

館固

田
中
｛
‥一
3
4
2
・
8
8
3
9

【

】
詩

吟

無

料

講

習

会

４
月

４
日

～
５
月
９
日
の
毎
週

木
曜
日

〔
全
六
回
〕
午
前
1
0時
～

正

午

会
場
稔
台
市
民
セ
ン

タ
ー

内

容
漢
詩
・
短
歌

・
俳
句

・
現
代

詩
・
歌
謡
入

り
吟

詠

圃

電
話

で
新
松
戸
瞻
遉

会

・
塩
井

公
3
4
4
・
9
1
9
6

へ

４
月
1
7日
～

７
月
1
0日

の
毎
週

水
曜
日
〔
５
月

１
日
を
除
ぐ

、
全

十
二
回
〕
午
後

６
時
3
0分
～
８
時

3
0分

会
場
勤
労
会
館

内
容
ス

ト
レ
ッ
チ
運
動

・
腰

痛
予

防
体
操

・
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
運
動

・
筋
カ
ト

レ

ー
ニ
ン
グ

ー
リ
ラ
ッ
ク
ス
ス
ト

レ

ッ
チ
　

対
象

車
内
在
住

・
在
勤

の
勤
労
者
　

定

員
五

十
人
（
抽
選

）

費
用
無
料

圃
４
月
２
日

㈹
〔
消

印
有
効
〕
ま

で
に
、
往

復
（

ガ
キ
に
住
所

・
氏

名

・
年
齢

・
電
話
番

号

・
講
座
名

を
記
入
し

て
、
〒
2
7
1
－
8
5
8
8

松
戸
市

根
杢

二
八
七
の
五

松
戸

市
役
所
商
工
観

光
課
労

収
係

（

昔

3
6
6
・
7
3
2
7

）
　へ

【
】
「
和

太

鼓

き

ら

ら

」

初

心

者

講

習

会

４
月
５
日
～
2
6日

の
毎
週
金
曜

日

〔
全
四

回
〕

午
後
６
時
3
0分
～

８
時

会

場
松
戸
南
保
育
園

内

容
三
宅
太
鼓

・
八
丈

太
鼓
ほ
か

費
用
千
円

圖
松
戸
南

保
育

園
・
倉
田

登
3
6
8
・

［
］
講

座

「

断

ち

き

ろ

う

受

け

継

が

れ

る

暴

力

」

４
月
1
3日

出
午
後
１
時
3
0分
～

４

時

会

場
女

性
セ
ン

タ
ー
ゆ
う

ま

つ
ど
　

内
容
世
代
を
こ
え
て
受

け

継
が
れ
る
旱

刄
の

メ
カ
ニ

ズ
ム

と
そ

の
改

善
へ
の
プ

ロ
セ
ス
を

口

Ｉ

ル
プ
レ
ー
で
再

現
　

費
用
五

自

円※
保
育

あ
り

（
要

予
約
一
定
員
二

十
人

・
千
円

）

固
松
戸

カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
の
会

・

八
鍬

昔
0
4・
７
」１
２
２

・
４
１
０

【
】
森

林

イ

ン

ス

ト

ラ

ク

タ

ー

の

「

森

と

植

物

に

親

し

む

講

座

」４
月
1
4囗
～
９
月
1
5日

の
毎
月

第
二

∴
二
日
曜
日
午
前
1
0時
～

午

後
４
時

会
場
新
价

尸
市
民

セ
ン

タ
ー

・
高
尾
山
ほ

か
　
内

容
六
ヵ

月

で
室
内
三
回

・
野
外
六

回
の
講

座
を
実
施
し
、
森
や
植
物

の
知

識

を
得
る
　

対
象
六
十
歳
未
満

の
人

定
員
先
着
三
十
人
　

費
用

一
回
五

百
円

圃
電
話
で
山
遊
塾
・
永
田

昔
0
9
0
・

８
８
０
３

・
8
3
4
6

へ

期　日 内　容 講　師

4/24W
事前説明会 凵呆育ボランティア養成

講座とは」 きっと一時保育ネットワーク

5/ 8W 講座の目的 ・日程・内容、自己紹介

15㈲
講義「近代女性史と女性の学習」 元立教大学講師・長谷幸江氏

22㈲

29 ㈲ グループトーク まつど一時保育ネットワーク

6/ 5㈲ 「松戸市こども育成計画」について
市職員

12㈲ ジェンダーフリー保育とは

19 ㈲ 講義「母親にとって保育とは」
女性の学習情報をつなぐ 会・

西山恵美子氏

26囲
講義と話し 合い「一時保育の実践活

動から」
まつど一時保育ネットワーク

7月初旬 保育所等見学

7/10 ㈲ 保育活動スタートをめざして まつど一日割呆育ネットワーク

時 間午前10 時～正 午　会 場女 性センタ ー ゆう まつ ど　内容 小さい 子

どもを抻っ た母親が講座 等に参加する ときに 、子 ども を保育 する ボラン

ティアの養 成講座　対象講 座修了 後「 まつど一 時保育ネットワ ーク」 の

メンバ ーとし て活 動できる人　費用無 料

圃4 月１日㈲ 〔必着〕 まで に 、ハガ 半に住 所 ・氏名 ・電話 番号を 記入し

て 、〒271 －0091 松戸 市本町14 の10　 女 性セン タ ー(S364-8 刀8 ）

へ

「

」
社

交

ダ

ン

ス

初

心

者

講

習

会

３
月
3
0
日

～

６

月
2
9
日

の
毎

週

土

曜
日

〔
５

月

４

日

・
１１１１
日

を

除

く

、

全

十

二

回

〕
午

後

５

時

～

６

時
3
0
分

会

場

常

盤

平

体

育

館

定

員
先

着

二

十

人
　

費

用

九

千

円

圉

電

話

で

ウ

イ

ン

グ

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

・
駒

澤

登
3
6
5・
9
0
7
3

へ

［
］
手

ひ

ね

り

陶

芸
（
楽

焼

）
入

門

講

座

５
月

９
日
～

６
月
Ｂ

日
の
毎
週

木
曜
日

〔
全

六
回
〕

午
前
1
0時
～

正

午

会

場
矢

切
公
民
館

定
員

先

着
三

十
人
　

費
用
七

千
円

（
材

料

費
を
含

む
）

圃

４
月
1
0口

水
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

（

ガ
キ
に
住
所

・
氏
名

・
年
齢
・

電
話
番

号
を
記
入
し

て
、
〒
2
7
0
－

2
2
5
1

松

戸
市

金
ケ
作
二
八
一

山
下
一
歩
（

昔
3
8
4
・
3
6
4
5

）
へ

「
」
昭

和

学

院

短

期

大

学

「

司

書

教

論

講

座

」

４
月
2
0日
～
平

成
一
Ｄ
年

３
月

１

日
の
原
則
と
し
て

学
期
中

の
土
曜

日

〔
全
三
十
五
回
〕
午

後
１
時
～

５
時

会
場
昭
和

学
院
短
期

大
学

図
書
館

（
市
川
市

）
　

内
容
「
学

校
図
書
館
司
書
教
論
」
の
講
座
（
資

格
取
得
も
可
）
　

定
員
二

十
人
程

度
　

費
用
二
万
円

（
別

途
テ
キ
ス

ト
代
実
費
）

※
説
明
会
を
４
月
６
日
剛
午

前
1
0

時
か
ら
行

い
ま
す

。

圃
電
話
で
昭
和
学
院
短
期
大
学
図

書
館

音
3
2
4
・
7
1
1
5

へ

［
］
詩

吟

・

剣

舞

無

料

講

習

会

①
詩
吟
＝

４
月

４
囗
～
５
月
2
3

日

の
毎
週
木
曜
日

午
前
1
0時
～
正

午

庖
剣
舞
＝

４
月
６
日
～
５
月
2
5

囗

の
毎
週
土
曜
日

午
後

６
時
～
８

時

会
場

①
五
香
市
民

セ
ン
タ
ー

②
市

民
会
館
　

内

容
漢
詩
・
和
歌

な

ど
の
吟
詠

お
よ

び
剣

舞
を
初
心

者

同
け

に
行
う

固
詩
吟
檸
風
流
松
風
会

・
吉
沢
｛
－

捌
・
4
0
7
6

【

】
不

登

校

問

題

を

考

え

る

東

葛

の

会

・

講

演

会

「

共

に

待

つ

心

た

ち

と

と

も

に

」

４
月
1
3日

出
午
後

１
時
か
ら

会
場

ア
ミ
ュ

ゼ
柏
（
柏
市
）
　

内

容

登
校
拒
否

、
ひ
き
こ
も
ひ

を
語

る
　

講
師
立
命

館
大
学
教
授

・
高

垣
忠

一
郎

氏
　

費
用

八
百
円

固
青
木

昔
3
6
2
・
3
7
3
8

【
】
ワ

ル

ツ

中

級

講

習

会

４
月
５
日
～

４
月
2
6日
の
毎
週

金
曜
日

〔
全
四

回
〕
午
後
７
時
～

９
時

会
場

柿
ノ
本

曾
公

園
体

育

館

内
容
社
交

ダ
ン
ス

ー
パ
ー
テ

ィ

ー
で
踊

る
ス
テ
ッ
プ
　

対
象
初

級

の
人
　

費
用
三
千
円

圜

ダ
ン
ス
サ

ー
ク
ル

い
ち

ご
・
長

峰

昔
3
6
5
・
8
4
9
0

（
夜
間
の
み
）

【
】
話

し

方

講

座

４
月

６
日

出
午
後
１
時
3
0分
～

３
時
3
0分
　

龠
場

生
涯

学
習
セ
ン

タ
ー
「
ア
ビ
ス
タ
」
（
我
孫
子
市
）

内
容
相
手

に
伝

わ
る
話
し

方

・
聞

き
方

の
コ

ツ
　

定
員
先
着
五
十
人

費
用

無
料

固

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会

・
堀
口

公
0
4・
７
え
１
８
４

・
０
２
４
ｒａ

【
】
松

戸

地

域

職

業

訓

練

セ

ン

タ

ー

パ

ソ

コ

ン

講

座

講座名 日　時 定員/費用

初めてのWindows 入門
4/15C月)・16屶 ・17㈲ ・18㈲・22(月)・23㈲ ・

24圉 ・25W 〔全8回〕各午後1B?30 分～4時30 分

10人/24,000円

(20,000 円)

Word を使った文書作成

講座

4/150月）・16固 ・17 ㈲ ・18(*)〔全肩回〕各午

前9時30分～午後O日豹O 分

10人/ス000 円

(m,000 円)

Excelを 使った表計算

講座

4/22(^0・23禺 ・24 ㈲ ・25 團 〔全4回〕各午

前9時30分～午後○時30 分

9人712,000 円

い0,000円）

パソコンを使つてみよう

対象60歳以上の人
4/20C土)午前10 時～午後4時 6人/ﾜ,000円

※費 用のう ち（　　 ）内は当会員事業所 または団体会員のメン バーの場合です。受

け 付け開始 時に定 員を 超え た場合は抽選となり ます。

匣
３
月
2
5日

丱
午
前

９
時

か
ら

、

費
用

を
持

っ
て
直
接
、
松

戸
職
業

訓
練
セ
ン

タ
ー
（
小
金
原

一
の
一

九
の
三
、

公
3
4
9
・
3
2
0
0

）
窓

口
へ

［
］
煎

茶

道

体

験

入

門

４
月

３
日

・
1
0日
・
2
4日
の
水

曜
日

〔
全
三

回
〕
午
前
1
0時
～
正

午

会

場
小

金
原
市
民
セ
ン

タ
ー

内

容
東
阿

部
流
・
前
茶

の
楽
し
み

と

た
し

な
み
　

費
用
三

千
円

※
初
心

者
歓
迎

固
小

金
原

前
茶

サ

ー
ク
ル

・
加

滕

容
錣
・
０
０
乙
Ｑ
び９
い・

ス
ポ
ー
ツ

４
月
1
9日
～
６
月
1
4囗

の
毎

週

金

曜
日
〔
５
月
３

囗
を
除
ぐ
、

全

八
回
〕
午
後
３
時
3
0分
～
５
時

会
場
運
動
公

園
小
体
育
室
　

対

象

小

学
一
年
上

二
年
生
　

定

員
四

十

人

（
抽
選
）
　

眥

拑
無
料

圃
４
月
1
0日
水
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往

復
（

ガ
キ
に
教
室
名

・
住
所

・

氏
名

（
ふ
り

が
な
）
　・
学
年

・
電

話
番
号

・
返
信
用
あ

て
名

を
記

入

し

て
、
〒
一ｍ
－
0
0
6
4

松
戸
市

上
本
郷
四
四
三
四
松
戸
運

動
公

園

内
　

ス

ポ
ー
ツ
課

（
昔
3
6
3
・
9
2

4
1
）
　へ

［
］
シ

ル

バ

ー

の

た

め

の

初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

４
月
～
1
1月
の
毎
週
水
曜
日
（
８

月
を
除
ぐ
）
午
前

９
時
～
午
後
３

時
の
間

の
二
時
間

会
場
松
戸
テ

ニ
ス
倶
楽
部

釡

ケ
作

二
五
四
）

対
象
五
十
五
歳
以
上

の
女

性
お
よ

び
六
十
歳
以
上

の
男

性
　

定
員
四

十
人

（
一

ク
ラ
ス
当

た
り
十
二
人

程
度

の
少
人
数
制

）
　

費
用
一
万

八
千
円

（
保

険
料
を

含
む
）

４
月
1
3日
～
７
月
2
7日

の
第
二

・
四
土
曜
日

〔
全
八
回
〕
午
前
1
0

時
～
い１１
時

会
場

青
少

年
会
館

内
容

能
楽
の
謡
、

舞
、
齔
7
9を
そ

れ
ぞ
れ
楽
し
ぐ

体
験
　

講
師
松
戸

謡

曲
連
盟
　

対
象

小
学
三
年

生
～

中

学
生

定
員
先

着
十
五
人

費

用

無
料

圃

電
話

で
青
少
年
会
館

容
3
4
4
・
8

5
5
6

へ

［

］
旅

の

ス

ケ

ッ

チ

手

ほ

ど

き

講

座３
月
3
0日
、
４
月
9
7一日
、
５
月

2
5日
の
土
曜
日

〔
全
三
回
〕
午
前

1
0時
～
正

午

会
場
八
柱
市
民
セ

圃
３
月
2
7日

水
午
五
剛
1
0時
に
費
用

を
持
っ
て
、
直
接
松
戸
テ

ニ
ス
倶

楽
部

（
0
3
8
5・6
1
0
0

）
へ

４
月
2
0囗
～
６
月
2
2日

の
毎
週

土
曜
日
〔
５
月
４
日

、
６
月
1
5日

を
除
ぐ
、
全

八
回
〕
午

後
４
時
3
0

分
～
６

時

会
場

運
動
公

園
小

体

育
室
　

対
象

小
学

生
　

定
員
四
十

人

（
抽
選
）
　

費
用
無
料

圃
４
月
1
0日

水
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往

復
（

ガ
キ
に
教
室
名

・
住

所

・

氏
名

（
ふ
り

が
な
）
　・
学
年

・
電

話
番
号

・
返
信
用

あ
て
名
を
記

入

し

て
、

干
2
7
1
1
0
0
6
4松
戸
市

上
本

郷
四
四

三
四
松
戸
運

動
公

園
内

ス

ポ
ー
ツ
課

（

昔
3
6
3
・
9
2

4
1
）
　へ

［
］
気

功

無

料

体

験

講

習

会

４
月
１
日

丱
・
８
日

側

〔
全
二

回
〕
午
前
1
0時
～

Ｈ
時

会
場
女

性
セ
ン

タ
ー
ゆ
う
ま

つ
ど
　

講
師

馮
正
宝
氏

定
員
先

着
十
五
人

固
松
戸
気
功
太
極
拳
同

好
会

・
増

田
｛
一一
3
6
2
・
8
5
4
9

［
］
真

味

の

会

料

理

教

室

４
月
７
日

剛
正

午
～

午
後
３
時

会
場

新
松

戸
市
民

セ
ン
タ

ー
　
内

容
か

ん
た

ん
ダ
イ
コ

ン
も
ち

・
春

野
菜

の
汁
碗

・
春
キ
ャ

ベ
ツ
の
梅

桧
え
　

定
員
先
着
十
五
人
　

費
用

七
百
円

（
材
料

費
を

含
む
）

圃
３
月
2
8日
水
ま
で
に
、
電
話
で

作
田

公
3
3
5
・
0
3
7
7

へ
　
　

．

４
月
７
日
㈲
午
前
1
0時
～
正

午
、

1
4日

㈲
午
後
６
時
～

８
時

、
1
9囗

蚩
午

後
１

時
3
0分

～

３
時
3
0分

、

2
7日
田

午
後
３
時
～
５
時

会

場

柿
ノ
木
台
公

園
体

育
館

ト
レ
ー
ニ

ン

グ
室
　

対
象

十
六

歳
以
上

の
人

持
ち
物
運
動
着

・
上
履

き
　

費
用

無
料

匣
当
日
会
場
で

詈
ス

ポ
ー
ツ
課

昔
3
6
3
・
9
2
4
1

４

月
2
0
日

～

６

月
2
9
囗

の
毎

週

土

曜

日

〔
５

月

４

囗

、

６

月
1
5
囗

・
９９一
日

を

除

ぐ

、
全

八

回
〕

午

前

９

時
3
0
分

～

‥
1
1
1
1

時

会
場

運
動

公

園
小

体

育

室
　

対

象

三

歳

児

と

そ

の
親

定

員

四

十

組
（
抽

選

）
　
費

用

一
回

二

百

十

円
（
施

設

使

用

料

）

圃

４

月
1
0
日

水
〔
必

着

〕
ま

で

に

、

往

復
（

ガ
キ

に

教
室

名

・

住
所

・

親

子

の
氏

名

（
ふ

り

が

な

）
　・
年

齢

・
電

話

番

号

・
返

信
用

あ

て

名

を

記

入

し

て

、

〒
9
7
1

一－
0
0
6
4

松

戸

市

上

本

郷

四

四

三

四

松

戸

運

動

公

園

内
　

ス

ポ

ー

ツ
課

（

昔
3
6
3

･ 

―
i）
　へ

時
一
ン
タ
ー
　
内
容
ス
ケ
ッ
チ
の
基
本

を
中

心
に
旅
先
風
景

の
描
き
方
を

勉
強

持
ち
物
筆
記
用
具

・
ス
ケ

ッ
チ
帳
　

蓉
陌

五
千
円

圃
３
月
2
6日

㈹
午
前
９
時
3
0分
～

1
0時
の
問

に
、

電
話

で
淡

彩
画
会

ホ
ワ
イ
ト

ー
マ
ッ
ト

・
菊

地

昔
3
8
4

・
0
7
5
9

へ

■
柿
ノ
木
台
公
園
体
育
館
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
操
作
講
習

会
親
子
体
操
教
室

公
民
館
成
人
講
座
「
子
と

も
虐
待
の
気
づ
き
と
対
応

」

一
時
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

こ
ど
も
体
力
つ
く
り
教
室

小
学
生
リ
ズ
ム
体
操
教
室

青
少
年
教
室
「
日
本
の
伝

統
文
化
探
検
～
能
楽
体
験
教

室
」

ふ
れ
あ
い
教
室
「
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
・
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」



催
し
物

私
た
ち
の
住
む
地
球
は
、
ど

の

よ
う
に
し
て
で
き
た

の
で
し
ょ
う

か
。
番

組
で

は
、
金
星
や
火
星
と

い
っ
た
太
陽
系

の
天
体
ど
比

べ
な

が
ら
、
地
球

の
成
り

立
ち
や
特
徴

を

紹
介

し
ま
す
。

投
影
日

時
４
月
６
日
～
５
月
2
6

日

の
土
・
日

曜
日
、
祝
日

の
午
前

1
0時
・
午
後
１
時
3
0分

・
３
時
3
0

分

の
三

回
（
一
回
約
五
十
分
）

会
場
市
民
会
館

プ
ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム

室
　

定
員
先
着
八
十
人
　

費
用
子

ど
も
三

十
円

、
大
人
五
十
円

（
発

売
は
投
影
開
始
三
十
分
前

か
ら
）

※
５
月
５
日
㈲
は
「
こ
ど
も

の
日

特
別
投
影
」

の
た

め
、
一
般
投

影
は
あ
り
ま
せ
ん

。

圖
市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室

昔
3
6
8
・
Ｉ

自乙
３
７

［

］
リ

ン

リ

ー

ズ

定

期

演

奏

会

４

月

６

日

出

午
後

５
時
3
0
分

～

８

時

会

場

森

の

ホ

ー

ル
2
1

内

容

混

声

合

唱

組

曲
「
嫁

ぐ

娘

に

」
、

吉

岡

弘

行

作

・

編
曲
「
わ

が

愛

は

」

「
Ｓ

ａ
ｙ
　

Ｙ

ｅ
ｓ
」
、
ヨ
（

ン

シ
ユ

ト

ラ

ウ

ス

ワ

ル

ツ
集
　

巷
爾

甼

円

圖

リ

ン
リ

ー
ズ

・
大

東

昔
3
6
3・
５

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

４
月
2
0日

出
午
後
６
時
か
ら

会
場
市
民
会
館

プ
ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム

室
と
屋
上
　

内
容

プ
ラ
ネ

タ
リ

ウ

ム
見

学
と
天

体
望
遠
鏡
で
月

や
土

星

・
木
星
を

観
望

（
雨
天

・
曇
天

の
場
合
は
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
の
み
）

定
員
先
着
八
十
人
　

費
用
無
料

※
Ｈ
年

度
の
観
望
会
は
毎
月
第
三

土
曜
日

に
実
施
の
予

定
で
す

。

※
団
体
（
二

十
人
以
上
）
や
体

の
不

自
由
な
人
は
ご
相

談
ぐ
だ
さ
い
。

圃
電
話
で
市
民
会

館
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
室

昔
3
6
8
・
1
2
3
7

へ

［
］
労

災

職

業

病

な

ん

で

も

相

談

会３
月
3
0日

出
午
後
１

時
～
４
時

会

場
船
橋
市

甲
臾
公
民
館

対
応

者
弁
護
士

・
社
会
保

険
労

務
士

・

ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
ほ
か
　

費

用
無
料

瓲
千
葉
中

臾
法
律
事
務
所

昔
0
4
3
・

2
2
5
・
4
5
6
7

［
］
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

ー
ピ
ア
チ

ェ
ー
レ
創
立
十
周
年
記

念
定

期
演
奏
会

４
月
１
日
丱
午
後
７
時
～
８
時

4
5分

会
場
東
京
文
化
会
館
（
東

京
都
台
東
区
）
　
出
演
指
揮
＝
加

奈
井
洋
介
、
ホ
ル
ン
＝
山
岸
博
・

飯
笹
浩
二

（

Ｉ
プ
＝
早
川
り
さ

こ
　
曹
用
二
千
五
百
円

圈
松
野
登
3
4
4
・
4
6
2
6

〔
家
應

す
き
間
家
具

（
高

さ
1
4
8
惣

・
幅
2
2惣
・
奥
行
き
4
8惣
）
◆

ラ

イ

テ
ィ
ン

グ
デ
ス

ク
（
二

台
）
◆
学

習
机

（
木
製
）
◆

ミ
ニ

ダ
イ
ニ
ン

グ
セ
ッ
ト

（
い
す
二
脚
付
き
）

〔
子
供
用
品
〕
Ａ
型

ベ
ビ
ー
カ
ー
◆

ベ
ビ
ー

ベ
ッ
ド
◆
チ

ャ
イ
ル
ド

シ

ー
ト

（
生
後
六
ヵ
月
以
降
）

〔
楽
器
〕
電
子
オ
ル

ガ
ン

品

物
を
譲
り
た

い
人

は
、
３
月

2
8日

水
ま
で
に
、
電
話

で
申
し
込

ん
で
く

だ
さ

い
二

人

三
点
ま
で
）。

４
月
2
5日
号
に
掲
載
し

ま
す
。
電

気

製
品

・
日
用
雑

貨
・
衣

料
品

・

食
料
品

・
自
転
車
な

ど
は
扱

い
ま

せ

ん
。

圖
消

費
生
活
課

登
3
6
6
・
7
3
2
9

【
】
江

戸

川

ハ

イ

キ

ン

グ

「

野

草

を

た

ず

ね

て

」

４
月
７
日
収
午
前

９
時
3
0分
松

戸
駅
西
口

か
ら
正
面

の
通
り

を
江

戸
川
に
向

か
っ
て
直

進
、
つ
き
あ

た
り
の
土
手
に
集
合
〔
雨

大
中
止
〕

内
容

市
川
市
里
見
公

園
ま
で
の
六

・
七
い
を
野
草
を
摘
み

な
が
ら
散

策

定
員
先
着
五

十
人

持
ち
物

弁
当

・
水
筒

・
野
草

摘
み
用
具

・

ビ
ニ

ー
ル
袋
等

曹
乕

無
料

圃
電
話
で
江

戸
川
を
守

る
会
松
戸

支
部
事
務
局
（
河
川
清
流
課
内
）
昔

3
6
6
・
１
１

’にａ
り乙
へ

「
」
史

跡

・

文

化

財

め

ぐ

り

「

上

本

郷

・

千

駄

堀

方

面

」

４
月

７
日

㈲
午
後
１
時
北
松
戸

駅
東
口
集

合

（
午
後
４
時
3
0分
解

散
予

定
）
〔
小
雨
決
行
〕
　
コ
ー

ス

北
松
戸

駅
～
ニ

ツ
井
戸
跡
～
本
福

寺
～
風

早
神
社

～
土
屋
家

・
安
蒜

家
長
屋
門

～
円

能
寺
～
2
1世
紀

の

森
と

広
場

・
市

立
博
物
館
～
金

ケ

作

陣
屋
跡

～
八
柱
駅
ま
で

の
約
五

回
を

歩
く
　

費
用
三
百
円

圃
当
日

集
合

場
所

で

圖
松
戸

史
談

会
・
松
田

昔
3
4
2
・
Ｉ

「

」
薬

園

台

高

校

吹

奏

楽

部

定

期

演

奏

会

３
月
2
8日
困
午
後
２
時
3
0分

か

ら

会
場
船
橋
市
民
文
化

ホ
ー
ル

内
容
ス

パ
ル

タ
ク
ス
、

オ
リ

エ
ン

ト

急
行
ほ
か
　

費
用
無
料

圖

森
尻

昔
0
4
7
・
捌
・
1
6
9
0

【

】
青

空

市

松
戸
市
無
農
薬
栽
培
研

究
会
を

中
心
に
、
ホ

ウ
レ
ン
草

・
小
松
菜

・
カ
ブ

ー
ネ

ギ
等
地
元

で
採

れ
た

新
鮮
野
菜
の
販
売
を
行

い
ま

す
。

３
月
3
1日

㈲
午
前
８

時
3
0分
～

正

午

会
場
松
貫

パ
ッ
ケ
ー
ジ
セ

ン
タ
ー
（
和
名

ケ
谷
九

五
四

）

※
売
切
れ
次
第
終
了
し

ま
す

。

圖
Ｌ
Ａ

ま
つ
ど
経
済
セ
ン

タ
ー
指

導
課

登
3
4
1
・
5
1
5
1

【
】
観

劇

会

「
煙

が

目

に

し

み

る

」５
月
1
8日
出
午
後

６
時
～
７
時

3
0分

会
場

市
民
会
館

内
容
斎

場
を
舞
台
に
二
組

の
家

族
の
交

流

を
描
く
　

眥

拑
五
千

六
百
円

（
未

会
員
）

圖
松
戸
演
劇
鑑
賞
会

・
小

野

昔
3
6
9

［
］
社

教

和

楽

ダ

ン

ス

パ

ー

テ

ィ

ー

（
社

交

ダ

ン

ス

）

３
月
3
1日
～

４
月
2
8日

の
毎
週

日
曜
日

〔
全
五

回
〕

午
後
５
時
3
0

分
～

８
時
3
0分

会
場

市
民
会
館

巷
乕

五
百
円

（
飲
料

代
を
含
む
）

固
松
戸
社
交

ダ
ン
ス
サ

ー
ク
ル

・

高

瀬

登
3
4
1
・
0
0
1
2

【
】
東

葛

テ

ク

ノ

プ

ラ

ザ

ー
般

公

開４
月
1
5日
襾

～
1
9日

蚩
午
前
1
0

時
～
午
後
４
時

会

場
東
葛

テ
ク

ノ

プ
ラ

ザ
（
柏

市
）
　

内

容
施
設

内
見

学

費
用
無
料

※
団
体
で

の
見
学
は
事
前
に
申
し

込
み

が
必
要
で
す

。

圜
東
葛
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
事
業

推
進

グ
ル

ー
プ

昔
0
4・
７
１
３

３
・
０

［
］
ベ

イ

ェ

リ

ア

矯

正

展

・

メ

ツ

セ
2
0
0
2

4
月
2
0日

出
・
2
1日

顔
午
前
1
0

時
～
午
後
５
時

（
2
1日
は
午
後
４

時
ま
で
）
　
会
場

幕
張

メ
ッ
セ
（
千

葉

市
）

内
回

携

斃

業

製
品
展

示
即
売
ほ

か
　
費
用
入
場

無
料

圈
千

葉
刑
務
所
作
業
部
門

昔
帽
・

2
3
2
・
6
0
7
9

「

」
子

育

て

・

教

育

電

話

相

談

毎

週

木

曜

日

午

前
1
0
時

～

午

後

４

時
　

費

用

無

料

囿

教

育

セ

ン

タ

ー・
・
青

木

公
3
6
2・

【
】
喜

楽

家

バ

ザ

ー

４
月
2
1囗
㈲
正

午
～
午
後
２
時

会
場
馬

橋
第
二
公

園

〔
雨
天

の
場

合

は
喜
楽
家
〕

※
買
物
袋
を

ご
持
参
く

だ
さ

い
。

な
お

、
駐

車
場
は
あ
ひ

ま
せ
ん
。

※
物
品

の
提

供
や
お
手

伝

い
し
て

く
れ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
お
問

い
合

わ
せ
を

里

咎
楽

家
｛
一一
3
4
4
・
9
9
5
1

（
月

曜
日
を

除
ぐ
午
前
９
時
～
午
後
５

時
、
た
だ
し
４
月

７
㈲

・
1
4日

収

は
休

み
）

お
知
ら
せ

４
月

か
ら
６
月

ま
で

の
植
木

の

前
翼
疋
・
枝

お
ろ
し

・
刈
り
込
み

の

予
約
を
受
け
付

け
ま
す
。

※
費
用

挂

麌
疋
・
枝
お
ろ
し

・
刈

り
込

み
等

の
作

業
内
容
に
よ
り

積

算
し

ま
す
の
で
、
ご
相
談
く

だ
さ

い
。

※
定

数
に
な
り
次
第
締

め
切
り

圃

３
月
2
5日

囲

午
前

８
時
3
0分

か

ら
、
電

話
で
シ
ル

バ
ー
人
材

セ
ン

タ
１

容
3
8
4
・
3
1
9
1

へ

［
］
県

営

住

宅

の

入

居

者

を

募

集

募
集
期
間
４
月

１
日

囲
～
1
5日

丱

入
居
資

格
①

酊
定

の
方

法
に

よ
り
算
出
し
た
収
入
月
収

が
、
一

般
の
場
合
二
十
万
円
以
下

、
高
齢

者
、
身
体
障
害
者
な
ど
の
場
合
（
条

件

あ
り
）
二
十
六
万

八
千
円

以
下

②
現

に
住

宅
に

困
窮

し
て

い
て

、

原
則
と
し
て
同
居

親
族

が
あ
る
こ

※
募
集
案

内
書
は

、
４
月

１
日
丱

か
ら
東
葛
飾
支
庁
県
民

セ
ン
タ

ー
お
よ
び
市

住
宅
課

・
各

支
所

［
］
子

供

の

囲

碁

入

門

の

つ

ど

い
４
月
７
囗

㈲
午
後

１
時
～

３
時

会
場
常
盤
平
市
民

セ
ン
タ
ー
　

対

象
五
歳
～
中

学
生
と

そ
の
家
族

費
用
五
百
円

匣
電
話
で
と
き
わ
平

少
年

少
女

囲

碁

ク
ラ

ブ
・
萩
谷

昔
3
8
6
・
3
2
2

9
へ

［

］
ル

ビ

ー

親

睦

ダ

ン

ス

パ

ー

テ

ィ

ー

４
月

６
日
出
午
後
６
時
1
0分
～

９
時

会

場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　内

容

創
立

一
周
年

記
念

パ
ー
テ
ィ

ー

（
田
原
健
一
丁

伊
藤

依
子

組
の

デ
モ

あ
り

）
　

費
用
千
五
百
円

圈

ル
ビ
ー
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
・
芹

澤

登
3
6
6
・
8
7
2
5

で
配
布
し
ま
す
。

圖
千

葉
県

ま
ち
づ
く
り
公
社
県

営

住
宅
管
理
部
募
集
課

昔
0
4
3
・
2
2
2
・

搬
入
日
時
６
月
８
日

出
午
後
１

時
～
４
時
　

搬
入
会
場
文
化

ホ
ー

ル
　

対
象
十
六
歳
以
上

の
市

内
在

住

・
在
勤

・
在
学

者
・
市
内

美
術

サ
ー
ク
ル
会
員
お

よ
び
市

内
出
身

者

巷
乕

二
千
円

（
高

校
生

は
千

円

）
　

種
目
日
本
画

・
洋
画

・
彫

刻

出
品
点

数
各
部
一
人

一
点

作
品
の
大

き
さ
日
本
画

、
洋
画

＝

M
1
0号

（
五
十
三

驚
×
三
士

予

四

竹
）
以
上
F
5
0号

（
百

十
六

・

七
門
×
九
十

一
門
）
ま

で
、
彫
刻

＝
等
身
大
以
内

※
絵
画
は
す

べ
て
額

装
。
額

吊
り

金
具
・
ひ
も
至

米
天
に
付
け

る
。

ガ
ラ
ス
使
坩
の
額

縁
は
不
可

テ

グ
リ
ル
板
は
可
）

固
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係

昔
3
6
6

・
７
４
ａ
ｕ
ｎ
乙

教)社会教育課公366-7462松戸駅市民ギャラリー

期間 4/1 まで 4/12 銜～25 ㈲ 4/26 銜 ～5/9(*)

東

SOAIO 周年記念楽し

い短歌教室作品屐

圜花輪o365 ―1111

松 戸あ ひる 会 春 季展

覧会

匝高橋S392-5314

第２回 シ ャド ーボ ッ

クスN.Y.A け

昌 中間S365 一2329

西
稔アート作品廣

國奥野a391-2434

楽し い 水彩 画 みづ え

の会展

崑黒沢o  388-1460

照美 会墨彩展

圖日野g3 引-0664

【

】
サ

マ

ー

ナ

イ

ト

ウ

オ

ー

ク

実

行

委

員

会

ス

タ

ッ

フ

を

募

集

７

月
2
0
日

撮

・
2
1
日

㈲

に
開

催

予

定

の
サ

マ

ー

ナ
イ

ト

ウ

オ

ー

ク

実

行

委

員

会

ス

タ

ッ

フ

を
募

集

し

ま

す

。

思

い
出

の

Ｉ
ペ

ー

ジ

を

一

緒

に

作

ひ

ま

せ

ん
か

。

内

容

準

備

・

設

営

・

運

営

等

対

象

市

内

在

住

の
高

校

生

以

上

の

人固

サ

マ

ー
ナ

イ

ト

ウ
オ

ー

ク
実
行

委

員

会

事

務

局

（
松

戸

青

年

会
議

所

内

）

昔
3
6
5・
0
2
3
4

（
月

～

金

曜
日

の
午
五
回
1
0時

～
午

後

４
時

）

健
　
　
康

［

］
オ

ス

ト

メ

イ

ト

（
人

工

肛

門

・

人

工

膀

胱

造

設

者

）

社

会

適

応

訓

練

講

習

会

４
月
2
7日
0
0正

午
～
午
後
４
時

会

場
サ

ン
ロ
ー
ド

（
京
成
津
田
沼

駅
ビ
ル

六
階
）
　
内
容

①
補

装
具

展
示

相
談

②
講
演
「
さ
ま
ざ
ま
な

ス
ト
ー
マ
管
理
に
つ

い
て
」
　

講

師
品
田

ひ
と
み
氏
　

対
象
県

内
の

オ
ス
ト

メ
イ
ト
と
そ
の
家
族

お
よ

び
関
係
者

費
用

無
料

固
日
本

オ
ス
ト
ミ

ー
協
会
千

葉
県

【
】
青

年

学

級

生

を

募

集

４
月

廴
平
成
1
5年
３
月
の
毎
月

第
四
日

曜
日
　

会
場
青
少
年
会
館

ほ

か
（
行

事
に
よ

っ
て
変
わ
り
ま

す

）
　

内
容
知
的
障
害

の
青
年

が

集

い
、
（

イ

キ

ン

グ
や
運
動

会
、

料
理
教
室
な
ど
の
社
会
参
加
活
動

を
行

い
ま
す

定
員
十
人

費
用

月

五
百
円

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

を

募

集

青
年
学
級
の
企
画

・
運
営
を
手

伝
っ
て
く
れ

る
ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
も

募
集
し

て

い
ま
す
。

圖
松
戸
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

・
小

森
谷

昔
3
8
7
・
0
5
7
8

クラブ名 活動日 時　間 募集人数

墨絵 第
１・３・

４火曜日
午前ｍ 時～正午 5人

華道 第
１・３・

４水曜日
午前10 時～正午 3人

民謡
第卜2 ・
3水曜日

午後1時～4 時 10人

民踊・カラォヶ
第1 ～3 土
曜日

午後1時～4 聘 10人

詩吟
第1 ～3 木
曜日

午後IE持～∠↓時 25人

あ みもの
第1 ～3 水
曜日

午前10 時～正午 3人

日舞( 新舞踊)
第1 ～3 土

曜日
午前10 時～正午 5人

書道
第2 ・4 木
曜日

午前10 時～正午 25人

英会話(初級)
第１・３・
∠１ﾉか靡ｑ

午後1時～4 聘 5人

会場小金原老人福祉センター　対象市内在住の60

歳以上の人　費用無料

圃3 月26日㈹午前10時～午後5時の圃に、直接小金

原老人福祉センター受付窓口(容34∠1―82'ﾜO)へ

支

部
事
務
局

容

0
4
7
・
4
5
2
・
6
4

3
3
（
月
・
火

・
金
曜
日

）

○

譲

り
ま

す
（

価

格

無

料

）

圃

３
月
2
8日

床
ま

で
に
、
電
話
で

消
費
生
活
課

登
3
6
6
・
7
3
2
9

へ

○
次
回
掲
載
分
に
つ
い
て

「

」
土

田

浩

然

展

４
月

Ｈ
日

困
～
2
8日

㈲
午
前
９

時
～

午
後
９
時

（
1
7日
水

・
2
4日

伽

を
除
ぐ
、
土
・
日

曜
日
は
午
後

５
時
ま
で
）
　

会
場
寺
島
文
化
会

館

（
柏
市
）
　

費
用
無
料

圖
寺

島
文

化
会
館

昔
0
4・
７
１
６

７
・
６
１
［
ａ
３

小金原老人福祉センタークラブ活動会員を募集

■
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
４
・
５

月
新
番
組
「
地
球
～
水
と
大

地
と
生
命
と
～
」

■
星
空
観
望
会

■
植
木
の
剪
定
(
せ
ん
て
い
）

■
松
戸
市
美
術
展
覧
会
（
公

募
展
）
作
品
を
募
集



見に行こう
博物館 384-8181

期　　冑 内　　　容

4/2(:火)～29 竕午後1 時

15分･3時15 分から(土

・日曜日 、祝日は 午前

11時から) 上映

ハイビジョン映像「 王朝夢幻　国宝　源氏物語絵巻」《上映時間15 分》

会場講堂 観覧無料

5月＝「四万十川のアカショウビン」《上映時間判 分》

※4/6  (±3ぺ･/20(±)は講座開催のため午前11 時35分から上映します。

4/7 絲午前11 時・午後

2時から吝IE持間

博物館館内公開　内容収蔵庠・作業室・燻蒸（くんじょう）庫など展示室

以外の施設を見学　定員吝先着15人

圃3/26'丙午前10 時から 、電話で館内公開係S384 ―82'ﾜ2へ

4/20R ～6/9⑧

館蔵資料展「日本の郷土玩具一杉山輝典氏寄贈コレクションー」　内容市

内在住の杉山輝典氏が日本各地で収集し 、博物館に寄贈された郷土玩具約

2,300点のうち、その一部を展示公開　会場企画展示室　観覧無料

4/28 絲 ・29 竕、5/3

冊・4 ㈱・6脯午後2時

10分から上映

映像でみる歴史と文化「20 世紀　世界の記録　第4部」　内容195ﾜ ～68

年まで、相次ぐ民族独立と激動する第三世界など、世界の記録を貴重な映

像で追う　4/28 「宇宙への挑戦　195ﾜ ～59 年」《上映時間41 分》4/29

「民族独立への道　1960 ～62 年」《上映時間41分》5/3 「核の恐怖　1963

～64年］《上映時間40 分》5/4 「苦悩するアメリカ　1965 ～66 年」《上映

時間40分》　5/6「ベトナム戦争と反戦運動　196ﾜ ～68 年」《上映時間40

分》 会場講堂 定員当日先着80人 観覧無料

シルクロード・コレクション公開資料「二つの仏頭」ｲﾑ像誕生の地ガンダーラとマトゥラー出土

江戸時代旅装束試着体験…毎月第1日曜日午後1時｛ 時・3時 べ 時から咎回男女吝1人

圃電話で市立博物館 試着体験係Q384-821ﾜ2 へ

休館日…月曜日（祝日の場合は開館し 、翌日休館）・第4金曜日・年末年始(12/28 ～1/4)　 開

館時間…午前9時30分～ 午後5時（入館は午後4時30 分まで） 常設展観覧料…一般300 円(240円）、

高 一大学生1らO円（100 円）、小・中学生100 円（60円）〔（　　）内は団体料金/20 人以上〕

※4月から毎凋十曜日は 、小・中学生の観覧は無料です。

ガイドツアー（常設展示解説）…毎日午前10時・午後2時から30 分間（参加者は観覧料が必要です）

学芸員による展示スポット解説‥･毎週日B瞿日午後2時30分から20 分間（参彑］者は観覧料が必要です）

※来館者専用の畊圭場はあり ませんので　21 世紀の森と広場の有料鮮市場をご利用＜ださい。

戸定歴史館 362-2050

期　日 内　　　　 容

4/7 蒜まで

受贈記念「松岡壽（ひさし）とその時代」展

明治期を代表する 洋画家の一人であり 、デザイン教育、振興に尽＜し た松岡

壽の作品を中心に 、東京高等工芸学校教茴たちの作品を併せて展観し ます。

入館料…戸定邸・歴史館共通入館券一般360 円(280 円）、高 一大学生240 円

（180 円）、小･ 中学生120 円（100 円）戸定歴史館（個別）入館券一般300 円

（240 円）、高 一大学生200 円(160 円）、小・中学生100 円（80 円）〔（　）内は団

体料金/20 人以上〕

4/2(㈹ ～6/16(1日)

｢幕末視覚の変革者　島霞谷( かこく)｣ 展

わが国の油絵､写真､活字の黎(そう)明期､幕府開成所で先駆的な活躍をした島

霾谷口30 年間,土蔵の中で大切に保管されていた彼の遺品を一堂に展示し ます。

視覚の変革期の様相を現代に蘇(よみがえ)らせる彼の作品の数々をご覧＜ださい。

入館料…戸定邸・歴史館共通入館券一般240 円(200 円几 高・大学生160 円

い20 円)、小･ 中学生80円(60 円)ｲ固別入場券一般150 円(120 円)、高・大学生

100 円(80 円) バ｣卜 中学生50 円(40 円)〔(　)内は団体料金/20 人以上〕

入館時間…午前9時30分～午後4時30分( 月曜日は休館。ただし 、祝日の場合は開館し翌日休館)

※4月から毎週土圀日は バ]卜 中学生の観覧は無料です。

市民会館 368-1237

期日 内　　容（★は有料） 開演時間 問い合わせ先

4/6 圉
不登校の子供の居場所をつくるチャリ

ティーコンサート　　　　　　　　★
13二30

不登校の子供の居場所をつくるチャリテ

ィーコンサート実行委員会S343-9ﾜ89

13 ㈹
専修大学松戸高等学校第22回吹奏楽部

定期演奏会
14:00 専修大学松戸高等学校　　S362  -9101

14(B) 3周年有田由希コン サート 11:30 有田企画　　　　　　　　Q363-6414

20(=t)音楽芸能講習会 捏:00 松戸歌謡友の会　　　　　 昔38ワー8991

28(日)大正琴ユーカリの会 12:30 大正琴ユーカリの会　　　 昔3∠12-1218

29 冊 南條一座・天才チビ玉三兄弟　　　★ 12:30 ㈲音芸社　　　　O03-331ﾜ8 －砿引

休館日…月曜日(ただし祝日の場合は開館し 、翌日休館)

健康保険証をお忘れなく

◆ テレ ホン案内 サービ ス

〔当 日の医療機関( 待機病院 、休日在宅

当直医､ 夜間急病診療所､ 休日土曜日夜

間歯科診療所等) を案内し てい ます〕

Q366-0010

平日 午後4 時30 分～翌 日午前9 時

休日と土曜 午前9 時～翌日午前９時

◆ 夜間急病診療 所　　S368-3756

衛生会館内　 毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

O365-3430
衛生会館内　午後８時～11時

市民劇場

松戸市の市ﾀﾄ局番は047 です

期日 内　　容（★は有料） 開演時間 問い合わせ先

4/ 4 休）
ヘスス　マリア　ゴメス　ピア

ノリサイタル　　　　　　　★
19:00 松戸クラシック音楽を楽しむ会o367 ―0939

6出 さと深歌謡同好会発表会 9:30 磯崎タマ江　　　　　 容090-6130-4025

7(日)詩吟剣詩舞発表会 10:30 松戸市剣詁舞連合会　　　　　a364 ―665ﾜ

9(火)健康カラオケコンテスト 18:00 健康カラオケ普及会　　　　 ≫341-3623

13 圉 男女共同参画講演会 13:30 市女性センタ ー　　　　　　　o364 ―8ﾜﾌ8

21(日)詩吟発表会 9:30 詩吟神風流匡風会　　　　　　a388 ―0693

27 圉 ピアノ発表会 13 二00小川慶子　　　　　　　　　　S385 一行95

休館日…月曜日(ただし祝日の場合は開館し 、翌日休館)

森のホール21 384-5050

期　日 内　　容（★は有料） 慰勍嚮 問い合わせ先

大

ホ

｜

ル

4/ 6 丗 親子春風コンサート　　　　　　 ★脯 完売）1∠に30
親子春風コン サート実行委

員会n  043-224 一刀53

10似）アルフィーコンサート　　　　　　★(※完売) 18:30
フリップサイド

S03-3 ∠170-9999

13㈹ 由紀さぉり ・安田祥子童謡コン サート　　 ★ 18:00 RO-ON　　fi  365―9911

14(日)第32回千葉県婦人合唱俥熈合唱交歓会 12:30
千葉県婦人合唱連盟・三木

a  385-1583

2(㈹
松戸青年会議所創立35周年記念式典

ならびに基調講演
13:00

松戸青年会議所事務局・湯

浅　　　　S36 ツー1983

21(0) 民謡浅野意玖子ショー　　　　　　　　　 ★ 11:00 浅野意玖子 容388-1321

27(j=)
トルヴェール・クヮルテット

結成巧周年記念公演　　　　　　　　　　 ★
14:00

森のホール21チケットセン

ター　　　a  384-3331

小

水

｜

ル

4/ 5 ㈲ 尾形摂子門下生ピアノ演奏会 15:00 尾形摂子　a346 ―3538

6(士)第4回りンリーズ定期演奏会　　　　　　 ★ 1ﾜ:30 大東敏子　a363 ―5886

7(日)第45 回伊藤楽器ヤマハ音楽教室発表会
14:00 伊藤楽器松戸営業所

登348- 〇川1ﾜ:00

11 ㈹ 松戸・狂言の夕べ　　　　　　　　　　　 ★ 18:30 RO-ON　　a  365-9911

130=）ピアノ・エレクトーン発表会 13:00
高橋美智子音楽教室

公090 －ﾜﾜ02 －∠囗24

20(土)二葉会ピアノ発表会 14:00
コ 羮会・重田奈緒美

a346-1139

21日 高橋・宮川バレエスタジオ第2回発表会 ヤ:00
高橋・宮川バレエスタジ オ

Q  363-3'ﾜ21

27圉 ピアノ発表会 13:00 鈴木紀子　 昔34ワー1808

28(日)
くらげあぐる－ぷピアノ発表会 12:30

平野雪代

昔O∠|－ﾜ1ﾜ5-1385

春の小川ピアノ教室発表会 18:45 遠藤晴江　a  388-0454

休館日…月曜日（ただし祝日の場合は開館し 、翌日休館）

21 世紀の森と広場パークセンター

日　時 内　　容

観察

室

4/13ta 午前10 時～11 時30分 昆虫ウオツチング　 講師自然解説員・前園泰徳氏

4/20 倒午前10時～Ｕ 時30分 バードウォッチング　講師自然解説員・今村裕之氏

4/27 ㈹午前10㈲～U 時30分 野草ウオツチング　 講師自然解説員・川端祥子氏

圃当日パークセンターで〔雨天中止〕 定員先着25人　費用無料

展示 4/6C土)～12 廊 ｢日比定男絵画屐｣

相談
毎週水・土 一日曜日と祝日の午前10

時～正午と午後1時～3 時30 分

みどりの相談員による花や緑に圈 する相談（電話

でも受け付けます）

休館日…月曜日( ただし 祝日の場合は 開館レ 翌日休館)

開館時間…午前9日寺～牛後4B30 分

文化ホールギャラリー 367-7810

会　期 内　　容 問い合わせ先

4/16 ㈹～21臼 第20回東葛美術展 東葛美術会・山田　　　　H363 ―ﾜ800

開館時間…午前10 時～午後ら時　休館日…月曜日

松戸駅市民ギャラリーの催し物は7面をご覧ください

お気軽にご相談＜ださい

相談 名 期　 日 時　 間 会　 場 黜

市政・一般
月～金曜日

午前8時30分～午後5時
市民相談課 市

民

相
談
課

公366

・
７
３
１
９

※一

般
相
談
＝

金
銭
・
身
の
上
・
相
続

・離

婚
等
家
庭
問
題
の
相
談

交通事故 午前9時～午後5時

法律相談

(予約制)

月･火･ 木曜日 午 後1 時～5 時

市

役所

相
談
コ
ー

ナ
ー

第1 月曜日 午前9時～正午

税務相談 第2金曜日 午 後1 時～5 時

登記相談 第3金曜日 午後1時～4時30分

行政相談 第2･ 第4月曜日 午 後1 時～3 時

不動産相談 水曜日 午 後1 時～5 時

外国人相談 第2・第4火 曜日 午前9時～正 午

住宅ﾘﾌｫｰﾑ 第3水曜日 午前10時～午後4時 住宅課

労働相談 第1･ 第3月曜日 午 後1 時～5 時 商工観光

課労政係※労働･女性相談は東葛飾支庁商工労政課(B361 ―4089)でも行っていますo

子育て相談 月～ 金曜日 午前8時30分～午後5時

すくすくさぽ一と21
45367 ―4646

ＣＭＳ子育 て支援セン

ター　Q394-5590

チェリッシュ・サポート・

システムS308-5880

.家庭児童相談ｊ 月～金曜日 午前9時～午後5時 児童福祉課内

Q366-7347母子婦人相談ご 月～金曜日 午前8時45分～午後5時

就学相談(予約制)
月～金曜日 午前9時～正午･午後

1時30分～4時30分

教育研究所（予約専用）

登366-7600教育相談(予約制)

,青少年相談ｊ
（電話） ズ

月～金曜日

午前8時30分～
午後4 時30分

こども課

Q363 ―7867
青 少 年 相 談T･

(来所)〔予約制〕
午前8時30分～

午後5時
こども課

容366-7464

※住宅課S366-7366 、商工観光課S366-7327

※相談はすべて無料です。閉庁日の相談はありません。

相談 名 期　 日 時　 間 会　 場 讖

人権相談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談ｺｰﾅｰ
千葉

地
方
法
務
局
松
戸
支
局

市民

相
談
課

酋366

７
３
１
９

1(月) 馬 橋支所

2㈹ 六実支所

2㈹ 小 金支所

3(水) 常盤平支所

3(水) 新松戸市民ｾﾝﾀｰ

4團 小金原頡ｾﾝﾀｰ

※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(a  363-6278)でも行っていますo

心

配

ご

と

相

談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役禰 談]-ﾅｰ
社会

福
祉
協
議
会

登368

・０

５
０
３

1(月) 馬 橋支所

2(火) 六実支所

耿 小 金支所

3冰)・17{*) 常盤平支所

3冰)・17(?K) 新松戸市民ｾﾝﾀｰ

4團・18沐） 小金原市民ｾﾝﾀｰ

痴 ほう介護相談 26(4) 午後1 時～3 時 社会福祉協議会

Ｉ 消費生活相談 月～金曜日 午前8時30分～午後4時
消費生 活センター

S365-6565

ゆうまつど

こころの相談
（予約制）　 、

第1～第4月曜日
午前10時～午後4時

女性 センタ ー

(相談室直通)

0363-0505

第2～第4木曜日

第1木曜日 午後2時～8時

パート労働悩みご

と相談　　　　　こ
2㈹

午後1 時30 分～

4時30分

女性センタ ー

S364-8778

高齢者職業相談
月～金曜 日(第
3木曜日を除く)

午前9時～午後5時
高齢者職業相談室

S368- ―5656

※4 月から巡回年金 相談 はありません。年金 相談は 、社会保険 事務所

（新松戸1 の335 の2 ）の取り扱いとなり ます。

圖 社会保険事務所c345  ― 5引 ５

聴いてみよう 文化施設だより
368-0070(21 世紀の森と広場内)

:345-8900

４月の相談あんない

衛生会館所在…竹ヶ花45 の53

救急医療体制


